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大管長会 メッセ ージ

第一副管長N・ エル ドン ・タ ナー

戒め に従 って歩 む

「お よそこれらの言葉を憶えて守り且つ行

い， この誠命に従 って歩むすべ ての聖

徒 らは，そのへそに健康 を受けその骨に髄 を

受けん。

また智恵と知識の大いなる宝 まこ とに秘れ

たる宝を見出さん。

而 して走れ ども疲 れず，歩けども気 を失 う

ことなか らん。

主なるわれ彼 らに一つの約束を与 う。すな

わち，さつ りくの天使 はイスラエルの小児た

ちが如 く，彼 らを過 ぎ越 して屠 ることなか る

べ し。」(教 義 と聖約89：18-21)

この約束は主が私 たちに与えられた最 も包

括的な約束のひ とつであ り，この大いなる祝

福 を受けたいと望 まない人はだれ もいないで

あろ う。私たちは，この約束 を知恵の言葉 と

関連させて考 えることが 多いが，「この誠 命に

従って歩む」 とはすべての戒めのことを含ん

でいると考 えられな くもない。

それは少し解釈のし過 ぎだ と言 う人もいる

か も知れない。 しか し確かに，従順 の報いと

不従順の結果 もたらされ る罰 とを考えてみる

ならば，不幸になるよりは幸福でいた方がよ

いと，だれ もがそ う思 うはずである。 ところ

で私たちは，裁 きや罰 というものは，必ず し

もす ぐに 自分の身に起 こるわけではない し，

もしか して受けずにすむかも知れないと考 え

て，戒めに従わず，世俗の楽 しみや欲望 を満

足させるようなこ とをしていないだ ろっか。

そして従順であれば受けられるはずの大 いな

る祝福や約束 まで も忘れて しまっていること

がよ くある。

私たちにとって，将来の不測の事態に対処

で きるように備えてお くことは，非常に大切

である。楽観的に，かつ 自信 を持ってその時

を待つ ことが肝要である。過 ぎ去ったことや

できなかったこ とをくよくよ考 えた ところで

何 も得 られはしない。む しろ，私たちは今こ

の瞬間か ら後，誤 りを正 し，悔い改め，そ し

て戒めに従って歩む という決意 をもって前進

することを決心 しなければならない。そうし

てこそ，私たちは今以上 に幸福にな り，愛 し

尊敬 される人 とな り，努 力を傾注するどの分

野で も成功 を収め られるのである。

過去 を振 り返るということは，過ちは犯 し

ていないか，改めるべ き点はないか といっこ

とについて考 えることである。過去の実績に

満足す るようになった時は，すでに堕落の道

を歩み始めているのである。私 たちは進歩す

るか退歩す るかの どちらかである。高 く組ん

だ足場か ら，降 りては仕事 の出来映えを眺め

るれんが工 のような， 同じ過 ちは しないよっ

に しようではないか。

ところで，昔のことを回顧す る時は，次の

ように 自問 してみる とよい。当然すべ き進歩

をしただろうか。 目標 を達成す るために一生

懸命努力 しただろうか， と。 もしよい答えが

出せ ないようであれば，今 この瞬間から一層

の努力をしようと決心す ることである。私た

ちは，明確な計画の下に新 しい目標 を立て，

その目標 を達成するための手段 を予め書 き出

してお く。そ して，常に永遠の生命こそ私た

ちの究極の目的であることを肝に銘 じてお く。

福音は， この永遠の生命に至る唯一の道を
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示 して くれるものである。したが って，福音

を受け入れる時が その人に とって新 しい人生

の始 まりとなる。栄えある悔 い改めの原則に

よって，私 たちは新たに生まれ，罪が赦 され

たことを知 ることができる。 そして，約束さ

れた報いをもた らす完成に向かって努力の一

歩を踏み出すのである。私だちは，「悔い改め

よ， しか らずば決 して天の王国に住むこと能

わず」(ア ルマ5：51)と 教 えられている。

目標を立てるに当たっては，最終的な目標

を考慮 した上で，次に挙げる質問を十分 自分

に問 うてみる とよい。

私は どの ような人間か。

私は どの ような人間になりたい と思ってい

るか。

そのために現在何 をしているか。そのよう

な人間になるために妨げ となるようなこ

とをしてはいないか。

どうすればそれを克服す ることがで きるか。

この点に関 して， ジョセブ ・F・ ス ミス大

管長 は次のような勧告 を与えている。

「先ず 自分 自身 を制 し
，それか らできるだ

け私 たちの周囲にある悪を征服 して行 こう。

その時，私たちは暴力 を用いてはな らない。

人々の自由意志 を妨害 しないでそれをしなけ

ればならない。私たちは，説服 と，堅忍 と，

許 しと，偽 らざる愛に よって， それをするの

である。これ らに よって私たちは， 人々の心

を捕 え，神が私たちに啓示 された真理に人の

子 らを導いて行 くのである。唯一の真理の泉

を見つけ，その泉の源か ら吸収す るまで，決

して平安 も，正義 も，真理 も得 られないだろ

う。」(「福音の教義」第1巻 ，p.303)

「すべての人は
，どんなに厳密 な検査を受け

ても耐 えられるような人格 を持 ち，公開 された

書物のようにだれもが手に取って見ることがで

き，しか もそれ をけむたがったり，恥ずかしく

思った りす ることがないようにならなければな

らない。教会で信頼 され，高い地位についてい

るすべての人は，何の欠点もな く，そして誰か

らも欠点を指摘 されることのないようにならな

ければならない。また，悪いことをせずに，誰か

らも悪いことをしたと非難されることのないよ

うに しなければならない。さらに福音の原則に

添って生活 し，神 のみたまや罪に打ち勝つ力の

ない単なる 「弱い人間」にならずに，誰からもそ

の欠点を 「入間らしさ」とか 「弱い入間」の証拠

として指摘 されることのない ように しなさい。

神の王国で生活す る者は皆こうでなければな

らない。」(「福音の教義」第1巻 ，pp.301-303)

今 こそその時である。私たち一入一人が，

以前にも増してさらに善い行ないをしようと

決心す る時は， きょうであ り， この時であり，

今のこの瞬間である。

「すべての人は
， この業が真実……である

ことを自分で知 らなければならない。そ して，

『私は，私 の宗教 を身をもって実践 します。…

私は神のみ前にへ りくだって歩み，人々 と正

直につ き合います』 と言 えるようでなければ

ならない。」(ブ リガム ・ヤ ン グ，ノo解ηα16ゾ

1)乞sooπ鴬6s「 説 教集」8：142)

一 人一人の心 と家庭の中に愛 と平安が満 ち

あふれ， さらに幸福で明るい，・意i義ある将来

を迎えることができるよ うに。
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主のみ声である

教義 と聖約

七 十 人 第一 定 員 会 会 長

二一一 ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル

　覇 '〆1

ア

熱1

塾

聖 典の中で注 が謝 かけられた諜1こ 直
接，触れ ることがで きるのは，どの書物

が一番 多いだろうか と尋ねられたな らば， ほ

とん どの人が まず新約聖書をあげるに違いな

い。確かに，新約聖書は救 い主の行ないと教

えを集めた素晴 らしい書物である。 しか し主

イエス ・キ リス トか ら直接に託 された真理の

宝 を見いだす ことができるのは，教義 と聖約

である。それは まさにキ リス トが実際に語 り

かけているかの ごとく私たちの心 に響いて く

る。

次の啓示は1831年 に与 えられた ものである

が， この啓示の言葉 を読めば，だれで も心の

奥底に主の威厳 と力を感ぜずにはおられない

であろう。

「主なる汝の神，すなわちイエス ・キ リス

ト，『われあ り』と言いし大 いなる神，アルバ

に してオメガ，始めにして終 りなる神， とこ

しえの広大なる広が りを見， また世の創 られ

ざる前 より天に於ける天使の大群 をことごと

く見たるその神， よろずのものわが眼の前に

あれば，知 らざる所なきその神汝に言う。わ

れはわが言 を出してこの世界 を造 り， またよ

ろずの ものわれによりて出で来 りたる者な り。

われは，エ ノクのシオンをわが懐に取 りたる

者な り。誠にわれ告 ぐ，すべてわが名を信ず

る者は皆， われはキリス トなれば，わが名に

よ りわが流せ る血潮によ りて御父の前に彼 ら

の為に とりなしを為 した り。」(教 義 と聖約38

：1-4)

全能 ではあるが人々のことをいつ も心にか

けられている神， イエス ・キ リス トは教義 と

聖約の冒頭か ら万人にこう語 りかけている。

「聴け，汝 らわが教会の人々よ。いと高きと

ころに住みて，すべての人を見 まもる者の声



いわ

は告 ぐ。曰 く，誠にわれ告 ぐ，汝 ら民 よ，遙

かなる所よ り耳 を傾 けよ。海の島々にある者

よ，共に聴け。」(教 義 と聖約1：1)さ らに

続けて主は 「この末の世 にわが選びたる弟子

たちの口より，すべての人々に」及ぶ 「警め

の声」を 「のがるる者」はひとりもいない と

宣言 された。(教 義 と聖約1：2，4参 照)

冒頭 「聴け」 という言葉に始 まり，最後に

「聴け」 という言葉が用 いられた次の聖 句ま

で，主は繰 り返 し私たちに勧告 してお られ る。

「さて
， この故に聴け，汝 らわが教会の人々

よ。 また汝 ら長老 も共に耳 を傾けよ。汝 らは

わが王国を受けた り。汝ら努めてわが誠命 を

ことごとく守るべ し。汝 らめ上に審判下 り，

汝 らの信仰は失せ，而 して汝 らの敵汝 らを破

らざらむためな り。さらば，今 はこれを以て

止む。アー メン，アー メン。」(教 義 と聖約136

：41-42)

主 は文字通 り何百 という聖句 を他の比類す

ることのない直接的な言葉で語 りかけられた

のであった。全知全能の主は，啓示の原則に

ついてやさしくオリヴァ ・カウ ドリに説いて

いる。(教 義 と聖約9章 参照)ま た私たちが理

解できないほどの激しい苦痛 を受 けたナザ レ

のイエスは，苦難の中にあるジョセブ ・ス ミ

スを慰めて こう言われた。

「わが子 よ，汝心安かれ。汝の不幸汝の困

苦はただこれ束の間なり。」(教 義 と聖約121：

7)

「地 獄のあぎと大口開けて汝を呑 まんとす

とも，わが子 よ汝 この事 を知れ，すなわちこ

れ皆汝に善か らんため，汝に経験 を与 えんた

めの ものな り， と。」(教 義 と聖約122：7)

こ うしてみ ると，私 たちはイエス ・キ リス

トを主 としてだけでな く，永遠の友 として愛

を感ぜずにはおられな くなって くる。

私 たちの永遠の友であるイエスは，前途に

横たわる様 々な事柄について私たちの 目を開

いて下 さる。 もちろんその中には栄光の3段

階 とい う崇高な示現 もあれば，懲らしめのた

めにその目が 「落ちくぼむ」(教 義 と聖約29：

19)こ とな ど主の再臨前に起 こる最後の出来

事 のように怖れ を抱かずにはおれないことも

ある。

さらに主は以前の予言を明確に してこう述

べてお られ る。「見 よ，この言はわれまたエル

サ レムの滅亡 に就 きて正にその民に告げたる

如 く語 るな り。この事のかつて今までに実証

せ られ し如 く，今 またわが言は実証せ らるべ

し。.」(教義 と聖約5：20)

救 い主は宇宙の銀河系 を探索し，同時にオ

リヴァ ・カウ ドリの心の中を読み(教 義 と聖

約6：22)， さ らにはシ ドニー ・リグ ドンの謀

反の心 を明 らかにしてお られ る6「 さて見よ，
しもべ

われ誠 に汝 らに告 ぐ，主なるわれ今わが僕 シ

ドニー ・リグ ドンを悦ばず。彼は慢心 してい

さめ を容れずして 『みたま』を悲しませたり。」

(教義 と聖約63：55)

この ように多 くの点で，教義 と聖約は直接

的な働 きかけが あったということにおいて，

主の指によって直接刻 まれたあのシナイ山の

2枚 の板 に並び称 され るほどの近代の啓示で

ある。(出エジプ ト31：18参 照)こ のようにして

直接に私たちに誓約 を示 しているだけでなく，

誓約の一方の当事者である主について多くの

ことを教えている。モルモン経の原稿が紛失

した話か ら，私たちは(失 敗す るの も自由で

あるという)人 の自由意志 と，ひとたび教訓

を教えたな らばす ぐに新 しい道 を備えておら

れる愛にあふれ る主の完全な思い との間には
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はっきりとした相互作用があることを知 るこ

とができる。(教 義 と聖約10章 参照)

私 たちはすべてを知 り;す べ ての人々のこ

とを思い， 自分 を信 じる者を支援す る救い主

の姿 を描 くことがで きる。これはアルマが描

いているルシフェルの姿 とは全 く対照的であ

る。「このように私たちは主の道を曲げる者が

どのような最后をとげるかを明 らかに知 り，ま

た終 りの日に当って悪魔は自分に仕 えた者を

助けずに速にこれ を地獄に陥 し入れることも

知ることができるのである。」(ア ルマ30：60)

救 い主はいつ も予言者 を励 まし力づけてお

られる。 しか し愛する僕ジ ョセブ ・ス ミスに

対 して何 ら手心 を加 えられるこ ともなかった。

「而 して
，われ今汝わが僕 ジョセブに，悔改

めをなしてわが前に一層まっす ぐに道 を歩き

決 してもはや人間のいざないに負けぬ様に命

ず。」(教 義 と聖約5=21)

主 は初期の弟子たちに迫 り来る殉教 を告げ

られたと同 じくして，予言者ジ ョセブ ・ス ミ

スにも殉教す る15年 前に， もし堅固に戒め を

守るなら 「たとえ汝殺 さるとも」永遠の生命

を与えられるであろうと約束 された。(教 義 と

聖約5：22)

主 は一対一で予言者 ジョセブ ・ス ミスに極

めて個 人的な啓示 を与え，個 人的に導いてお

られる。

「見よ
，汝はわれに尋ねたればわれが誠に

汝の悟 りを開か しめしこ とを知 る。われ今こ

の事 を語るは，真理の 『みたま』によりて汝

の悟れることを知 らしめんためな り。

然 り，汝神 のほか汝の考えを知 り汝の志 を

知る者更になきを知 らんため なるぞ。

われこの事 を汝に証す るために語 る。すな
わざ

わち汝の今 まで記 し来れ る業，す なわちその
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言 は真実な り。」(教 義 と聖約6：15-17)

この ようにして救い主が直接語 りかけ るそ

の言葉 と，救い主の属性からもたらされ る力

を顕示 している教義 と聖約は，注意 して読 ま

なければ，十分に理解で きないような無限の

真理 を私たちに提供 している。例 えば，私 た

ちは宇宙の最 も基本的な律法のひとつ を教 え

られている。すなわち，私 たちは律法に従順

である度合に応 じて祝福を受けるという原則

である。(教 義 と聖約130：20-21参 照)

主 は謙遜な人々 を求めてお られ るが，か と

言って決断 を下す時に過度に依存 し過 ぎるこ

とのないように望んでおられる。例 えば， シ

オンの陣営の隊員たちが旅の方法 と経路を決

める時， 自分で決め るように勧めている。 こ
かか

の時，主 に関する限 り，「われ敢 て係 わ りな

し」(教 義 と聖約61：22)と い うことであった

か らである。

力なく，傷ついた腕で十字架にかけ られ，

それで もなお隣人に対す る私たちの義務 を忘
かいな

れないように と，「垂れたる腕 を挙げ，かよわ

きひざを強 うすべ し」(教 義 と聖約81：5)と

説かれたキリス トは，何 と優 しい心 を持 って

おられる御方 だろ うか。

教義 と聖約の中には，完全 とはどういうも

のかが，様々な形で描かれているが，ほとん

どは完全 を願 うものであった。 しか しある時

には，「そは，われ全能者は世の人々の邪悪 を

懲さん とて諸々の国民の上にわが手 を置 きた

ればなり」(教 義 と聖約84：96)と 完 全を厳 し

く要求 されることもあった。 またある時には

完全であることをほめられることもあった。

何世紀 も昔偉大な信仰 を持つ百率長 をほめた

イエスが，今 またこの末 日に 「主なるわれは，

彼の心実 直なる故に彼 を愛す」(教 義 と聖約



124：15)と 言 ってハイラム ・ス ミスをほめら

れたのである。

また教義 と聖約には，救 い主の標準が至る

所で明らかにされている。十戒の中では，そ

のままで 「あなたは姦淫 してはならない」(出

エジプ ト20：14)と 記 されている。 ところが

それ と関連 して教義 と聖約では， イエスが聖

地で伝道 している時に述べた心の中で姦淫す

ることにまで触れて， こう述べてお られ る。

「婦女を見て情欲の念を起す者は信仰 に背 く

な り。『みたま』を与 えらるることなし。もし

悔 い改めずんば，捨てらるべ し。」(教 義 と聖

糸勺42：23)

貧欲 な困窮者に対 してもこ う警告 している。

「真にへ りくだ りたる心 を持たず深 く罪 を

悔 いる精神な く，腹に満足 を抱かず，他人の

物を取ることを止めず， その眼は貧 りに満ち，

己れの手 を以て働かん とせ ざる汝 ら貧乏 人た

ちは禍なるかな。

され ど清 き心，真にへ りくだ りたる心，悔

いる精神 を持てる貧 しき者は幸福なるかな。

そは彼 らは，彼らを救い出さんため に権能 と

大いなる栄光 とを以て来る神 の王国を見ん。

地の豊なるものは皆 その人の もの となればな

り。」(教 義 と聖約56：17-18)

またエ ドワー ド・パー トリッジは数 多くの

警告 を受けたが，同時に愛にあふれる主は，

彼に神か らの賞賛の言葉 も惜 しまなか った。

(41章)そ して彼 をいに しえのナタナエルに

たとえられた。 しか し，こうした高い賞賛の

言葉にもかかわらず，主はパー トリッジ監督

に厳 しい警告 と指示を与えておられる。「この

，事に就 きてわが僕エ ドワー ド・パー トリッジ

は義 しとせ られず。さ りなが ら彼 よ悔 い改め

よ。さらば赦 さるるこ とを得ん。」(教 義 と聖

約50：39)こ うした一連の出来事は私たち弱

き者に何 らかの希望 を与えて くれるのである。

1831年 には教義 と聖約に含 まれている37章

もの啓示 を受けているが， この年ほど栄 えあ

る年はなか った。マタイ24章 をさらに詳 しく

叙述 した教義 と聖約45章 を読めば，主が弟子

たちの前途に待 ち受 ける，素晴らしくもあり

恐 ろしくもあるできごとについて必要な限 り

詳 しく知 らせ ようと望んでお られ ることがよ

くわか るはずである。

1836年4月3日 ，ジ ョセブ ・ス ミスとオリ

ヴァ ・カウ ドリはカー トラン ド神殿で直接に

主の現 われを受けた。

「われ らの心よ り覆 い取去 られて覚 りの眼

開かれたり。

われらは，われらに面 して教壇の胸欄 に立

ちたもう主を見た り。而 して，主の脚下には

こは くの如 き色 したる純金の床あ りき。

その眼は燃ゆる炎の如 く，頭髪 白きこと清

き雪の如 く， その顔は 日の輝 きにも勝 りて光

り輝 き，その声は洪水の激す る音の如 し。誠

にエホバの御声言いた もう。

われは始めな り終 りな り。われは生ける者

な り殺されたる者な り。父 と汝 らの間の仲保

者な り。」(教 義 と聖約110：1-4)

事 実，教義 と聖約の内容について深 く考え

てみれば， ジョセブ ・ス ミス とシ ドニー ・リ

グ ドンが 「われらの為す最後の証はすなわち

『主は実に生 きたもう』こと是な り」(教 義 と

聖約76：22)と 証 したことが真実だとわかる

であろう。

数々のことを明 らかに して くれるこの神の

書物を，祈 りを持って読むならば，私たちは必ず

自分の証を強め，これまでにないほど救い主を

近 くに感 じることができるようになるであろう。
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懲

務 二

墜 舞

「規 則 に規 則 を」 欝
ジ エ ー ム ズ ・B・ ア レ ン

笏

教会歴史は，主がその民の知識 と理解力をどのように

増 し加えられてきたかを物語 っている。

1836年1月21日 の 夜・大管長会 と州 兄福師
のジ ョセブ ・ス ミス ・シニアは，カー ト

ラン ド神殿の一室のろうそ くの灯の もとで特

別な集会を開いていた。すると突然天が開か

れ，一同は壮大な示現 を見た。予言者ジ ョセ

ブ ・ス ミスは 日の光栄の王国を見た。その中

に十数年前に世 を去 った兄のアルヴィンの姿

が見えた。そのことに驚いた予言者は こう述

べている。「私は兄がなぜその王国で受け継 ぎ

を得ているのか不思議に思 った。兄が この世

を去 ったとき，主はいまだ，イスラエルの第

二の集合に着手 しておられず，また兄自身罪

の赦 しを受けるためのバプテスマ を受けてい

なかったからである。」(「ジョセブ・ス ミスー

日の光栄の王国に関す る示現」6節)

神権 によるバプテスマ を受けずに世 を去 っ

た人が，来たるべ き世 にあって， 回復された

教会の会貝 と同 じ祝福 にあずかることがで き

るということは，ジョセブ ・ス ミスに とって

さえ，新 しい考 えであった。 しか し，間もな

く新 しい説明が付け加 えられた。予言者が，

示現の内容につ いて思いめ ぐらしていた時，

主のみ声が聞こえた。

「この福音の知識な くして世 を去 り， もし

世に とどまるこ とを許 されていれば福音 を受

け入れたであろうすべての人々は，神の 日の

10



光栄の王国を受け継 ぐ者 となるであろう。

さらに， これより後 も，福音の知識な くし

て世 を去 り，かつ世に とどまっておれば心か

ら福音 を受け入れたであろう人々はすべ て，

この王国を受け継 ぐ者 となるであろう。

主 なる私は，すべての人々をその行ないと

心の望 みに応 じて裁 くか らである。」(同 上7

-9節)

それか らしば らく時を経たある時，ジ ョセ

ブ ・F・ ス ミス大管長は贈いに関す る聖典 の

言葉に思いをはせていた。これ まで教会は死

者の救 いの原則についてはっきりと理解 して

いたが，救 い主が死なれた直後，霊界におい

てどのような使命 を果 たされたかにつ いては，

まだ不明な点があったのである。ス ミス大管

長は，復活までのわずかな期間に，主が どの

ようにして捕われた霊たちすべてに福音 を宣

べ伝 えられたのか不思議でたまらなか った。
「こ うして不思議に思っていると

，私の眼が

開かれ，理解 力が強め られた。そ して私 は，

主が真理 を受け入れなかった邪悪な者，不従

順な者たちの間へ 自ら行 って教えられたので

はないことを知った。

見 よ。主は義人の中か ら軍勢 を組織 し，使

者を任命 して……」(ジ ョセブ・F・スミス

死者の腰いに関す る示現」29-30節)

これらふたつの経験か ら，回復 された福音

の極めて基本的な考え方がわかる。それは，

生ける予言者 を通 して絶えざる啓示が与えら

れ るといっことである。主はこ う言われてい

る。「神 は忠信なる者たちに，規則に規則を加

え，誠命にいましめを加 えん。」(教 義 と聖約

98：12)ブ リガム ・ヤ ングは聖徒 たちに，知

識 と理解の心は除々に開かれるのであり， ど

のよ うな啓示 もある事柄についてすべてのこ

とを明 らかに しているわけではないと述べて

いる。

「今のところ私は
，この地上におけるいか

なる政体 も完全な憲法や法律 を持 っていると

ころはない と信 じている。さらに神が教会に

下 された数 ある啓示のどれをとってみて も，

完全なものはないと思っている。

もちろん，神か ら与えられた啓示には正 し

い教義や原則が記されている。 しか しなが ら，

この地上の卑 しくて弱点の多い罪深い者たち

が，全能者から全 く完全な啓示を受け ること

な ど不可能なのである。全能者は受け入れる

者の能力に応 じて語られる。」(ノo躍ηα1げD毎

60%鴬 θs「説教集」2：314)

教 会歴史を読んでい くと，この ことがはっ

きりとわかる。聖徒たちに新 しい教 えを受け

入れ る備えがで きた時にそれが与えられ，新

しいチャレンジに対処するために教会のプロ

グラムを変更する必要が生 じた時に，予言者

はそれを聖徒たちに教えるようみたまによっ

て導かれる。教会における幾つかの重要な教

義や制度の実施の歩み をたどってみる と， こ

の方法が繰 り返 しとられて きたことがよくわ

か る。

歴史 をながめ ると，最 も大きな変更は実務

的な制度や手続 き，管理上の責任な どに見ら

れる。こっいった現象は，教会が世 界的に急

速 な発展 を遂げているここ数年特に著 しい。

ジ ョセブ ・・ス ミスは早 くも1842年 に このこと

を予期 し，次のように述べている。「ある状況

の下で悪い と思われることでも，状況が変わ

れば正 しくなるということが よくある。」(班S・

'oη(ゾ α 躍漉 「教会歴史」5：135)十 二 使徒

評議員会のオルソン ・プラッ ト長老は，1877

年 教会が組織の一部を完全な ものに改革 しよ

っとしている時に，こう述べ た。「言うならば，

これまで不完全 で，弱点の 多く見られたこの

教会の歴史において，定め られた時が来れば，

組織は必ず完全 なもの となるであろう。そし

て， それ以後はいかなる変更も修正 も誤 りだ

と言える時が来るであろう。それまで人が神

の王国の原則や律法に関する知識を増 し加え

てい くように，組織 も除々に変化 し，進展 し

てゆ くのである。」(!oπ7ηα1(ゾDガs60π脱s「説

教集」19：12)

1962年 ， 当時十二使徒評議員会会貝であっ

たハ ロル ド・B・リー長老がこの原則を応用 し
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たのは，そのよい例である 。 リー長老は次の

ように語っている。丁人々の反応 をつぶさに見

ていると，時として実にお もしろいこ とを知

ることがある。マ ッケイ大管長が，七十人第

一評議会 を大祭司に聖任 し，その責任の範囲

を拡大 して，他の教会幹部が いな くて も王国

の働 きができるようその権i能を与えるこ とを

発表 した時のことを思い出す。私はたまたま

ア リゾナ州のフェニ ックスに行 き， そこで非

常に困惑 しているひ とりの七十人に出会った。

彼は私にこう言 うの であ る。『予言者 ジョセ

ブ ・ヌ、ミスは，当初大祭司を七十人第一評議

会会長 と呼ぶのは，天の秩序に反することで

あると言われませんで したか。』

そこで私はこう答 えた。『そ うですね。確か

私 も予言者がそう言われた と記憶 しています。

しか し，1840年 代 には天の秩序に反すること

であって も，1960年 代 には反 しない とい っこ

とがあ り得るとは思いませんか。』彼はそ う思

わなかったのである。彼はいにしえの予言者

に従 っていたのであ り，今 日生け る予言者が

いることを忘れていた。特に 『生ける』 とい

う言葉の大切 さを強調 してお きたい。」(η 昭

ρ1α66(ゾ醗6〃 擁ηgP%砂1z6ち ∫6θろαη4Rω6-

1読oπ 「生ける予言者，聖見者，啓示 を受ける

者の立場」1964年7月BYUセ ミナ リー，イ

ンスティテユー ト役貝に対す る説教)

聖徒 たちが心 してお くべ き重要 なこ とは，

変更や進展があ り得るはずだ ということだけ

でな く， それらは生ける予言者の指示によっ

てあるいは指示の下になされなければならな

いということである。これが，今私たちが最

も必要 としている絶 えざる啓示の原則である。

集合の教義 を理解す る時 も，ある状況の下

では正 しいことでも，状況が変われば正 しく

ないこ とがある， という予言者 ジョセブ ・ス

ミスの言葉が生 きて くる。この場合，教義上

の基本的な原則は含まれていない。むしろ主

は，必要 と状況に応 じて聖徒たちに特別な指

示を与えられ ると理解すべ きである。これが

絶 えざる啓示である。

ジ ョセブ ・ス ミスに与 えられた初期の啓示

は，聖徒 たちが シオンの地，特に教会の中心

地 に集 合す る よ う命 じた ものが 多か った。

1840年 の大管長会の記録によれば，王国建設

のためには 「聖徒たちの力を結集 させてこの
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壮大かつ深遠な業に取 り組まなければならな

い。……真理 と正義 を押 し進めることに熱心

な人はすべ て，聖徒 たちの集合 に関 して も同

じように熱心である。」(伍∫如η(ゾ 漉θC加 名漉

「教会歴史」4：185-86)

この ことはまた，計画的な移住プログラム

の組織にも導入されている。 このプ ログラム

は特に，教会の本部がユ タに移動 してか ら活

発に行 なわれるようになった。1847年 に十二

使徒評議会が ヨーロッパの聖徒 たちに，「でき

るだけすみやかに教会本部の周囲に移住する

ように」 と呼びかけたほどである。そ して聖

徒 たちは，西部において新 しい聖徒たちの社

会 を確立するために，様々なものを持ち込む

ように という指示を受けていた。

教会本部のある地に集合するという考 えは，

2世 代あるいはそれ以上1こわたって教えられ，

その結果，特 にヨー ロッパの聖徒 たちにとっ

ては移住す るのが当然のことの ように考 えら

れてきた。 しか し，1890年 代 になると状況が

変わった。教会は西部にしっか りと根 を下ろ

す ようになったのである。王国は新たな地で

堅固なものとな り，開拓の時代は過 ぎた。そ

して今私たちに与えられているチャレンジは

シオン，すなわち 「心の清 き者」が住む所 を

世界中に建設す るこ とである。 これは， 明ら

かに教会の使命が初期の頃 と比べて非常に大

き くなっていることを物語っている。

このような点をよく考えてみると，教会の

指導者が どれほど祈 りの気持ちで もってなす

べ きことを決定 して いるかが よ くわか る。

1898年 に大管長会の一員であるジョー ジ・Q・

キャノン長老は，各地の聖徒 たちに次のよう

な勧告 を発した。「しばらくは，家 を捨ててシ

オンに集合す ることを考えず， 各地域に とど

まるように。」(Coηカz朋66R6ヵoπ 「大会報告」

1898年10月 ，p.4)そ の翌年，た とえ 自費であ

って も，今後 シオンに集合す ることは望 まし

くない とい う通達が出されたのであった。

移民の方針に関する変更は迅速に行 なわれ

た。教会は，改宗者が自国に とどまるよう，

伝道本部 を常設す ることや，教会堂 を建設す

ることを考えた。ジョセブ・F・ス ミス大管長

は，1910年 にスウェーデンの聖徒 たちにこう

述べている。「我々はあなた方にもはや移住 を

勧めない。自国にとどまって，福音に対する

信仰 を確立していただきたい。」

1958年 に は， ヨーロッパの3つ の伝道部の

部長が，「デル・ステルン」誌の中でアメ リカ

以外の地にシオンを築 くことの必要性 を力強

く説いた。

「私 たちはイスラエルの家の集合を説 くこ

とを中断するのではない。私たちは今でもす

べ ての人々が霊のバ ビロンすなわち霊的な暗

闇か ら抜け出るこ とを叫んでいる。今でも光

の子 らの集合 に努 力 を結集 している。また

散乱 したイスラエルの民 を集めることに力を

注いでいる。しかし，私たちは今後，彼らに

アメ リカへの移住を勧め ることをしない。主

はシオンのステーキ部 を建 て，主の王国の棚

をさらに広げるよう求めておられ ることを，

聖徒ゐ皆 さんにはっきりと申し上げる。……

私たちは，神が予言者の口を通 して御 自身

の教 会 を導 か れてい る ことを信 じている。

世 の状態によって大 きな変化が もた らされた

とすれば，私たちはその変化に適応 しなけれ

ばならない。」

こういった変遷は歴史 と照らし合わせてみ

れば容易に理解で きるものである。中には，

特に歴史的な出来事 とはっきりしたつなが り

のないもの もあるが，そのいきさつ を見 ると，

「規則に規則を加え，誠命にいましめを加 え」

ていることが少しずつわかってくる。(教 義 と

聖約98：12)

この よい例が，神会の属性 に関す る末 日聖

徒の理解の仕 方 であ る。教会が組 織 され た

1830年 に比べる と驚 くほ ど深 くなっている。

神が感情，感覚，体をもちた もう御方であ り，

祈 りを通 して神 に近づ くことがで きることに

ついて，聖徒たちの間には初めか ら疑問な点

はなか った。教会が組織される以前に， ジョ

セブ・ス ミヌ、は示現に よって神 と御子イエス・
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キリス トにまみえていたか らである。

しかし，初期の頃， ジョセブ ・ス ミスの最

初の示現について深 く知 っている教会員はほ

とん どいない と言っていいほ どだった。 と言

うの も，ジ ョセブ ・ス ミスはこの出来事 を広

く人々に語 らなかったか らである。1838年 に

ジョセブ・ス ミスは，「悪意悪計ある人々によ

って流布せ られた多くの風説」(ジ ョセブ・ス

ミス2：1)を 正 すために，最初の示現を公

けに表わすことにしたのである。教会が設立

されて数年 とい うもの，神会の属性 について

的確に説明す る努力 というものは支払われな

かった。そのため，大勢の改宗者がそれまで

信 じていた教派の教えをその まま受け入れて

いた。その上，モルモン経の最初の版に御父

と御子をはっきりと区別 していない幾つかの

表現があったために， 自分 たちのこれまでの

教えを捨てる必要 もないと考えた者 もいたの

である。

モルモン経の最初の版の多 くの聖句では，

救 い主を神の御子だ とはっき り述べている。

しか し一部の聖句はなお十分に理解 されず，

誤解 している人 もいた。そこで1916年 ， 大管

長会 と十二使徒評議会は，「御父と御子」と題

した，教義に関する詳 しい解説書 を発行 した。

これには，聖典の中で 「父」 という言葉がど

のような意味で使 われているか，特にイエス・

キリス トを指 して父 と言っている場合につい

て，わか りやす く説明されている。おかげで，

誤って解釈 していた人々の考 えを正すことが

できた。

1835年 版 の 「教義 と聖約」には，「信仰篇」

と題す る教会の信条 を述べたものがついてい

た。これは非常に重要なものであったが，公

式に認められたものではなか った。 この時期，

ジョセブ ・ス ミスは，御父が骨肉の体 をもち

たもう御方であることや聖霊の属性に関する

啓示 をまだ受けていないと発表 していたので，

必然的に講話5に は，神会について，今 日の

教会員が理解できないような不十分な記述が

見 られる。それに もかかわ らず， ジョセブ ・
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ス ミスはこの問題やその他数 々の事柄につい

て，ひたす ら熟考 し，祈 った。 こうして，私

たちの知 らないこの問題について新 しい啓示

を受けるべ きその時，1843年4月2日 に， ジ

ョセブ ・ス ミスはイ リノイ州レーマスで 「教

えの重要事項」を授かったのである。 この中

には，神会の外形的特質，特に聖霊 について，

これまでにな く明確 に説明されている。後に

これは教義 と聖約の一部に組み入れられた。

「御父は
， 人間の有す る肉体 と同 じく触知 し

得 る骨 肉の体 を有 したもう。御子 もまた然 り。

され ど，聖霊は骨肉の体を有ちたまわず して

霊の御方な り。 もし然 らずとせば，聖霊われ

らの中に住みた もうこと能わ じ。」(教 義 と聖

糸勺130：22)

1年 後， ジョセブ ・ス ミスは最 も有名な説

教のひ とつ とされている，神の属性 に関す る

説教 を発表 した。ジョセブ ・ス ミスはその中

で，父なる神は 「私たちが今ある如 くかつて

あ り，……」 と述べ，聖徒 たちに新 しい理解

の眼 を開かせた。さらに天父についてこう説

明 している。「今は昇栄 した御方 とな り，……

神の御性格を確かに知 り，我々が人 と語るよ

うに神 と語 り得ること，神がかつて我々のよ



うな人であ られたこ と，実に神御 自身が我々

の御父であ り，この地上に住まわれたこと，そ

してイエス ・キ リス ト御 自身 も同 じようにこ

の地上に住 まわれたことを知 ることが，福音

の第一原則である。」(『キング ・フォレッ ト説

教』 「聖徒の道」1972年4月 号，pp.161-62)

こ うして，ジ ョセブ ・ス ミスは殉教するま

でのわずか2カ 月足 らずの間に，数 々の教 え

を明 らかにし，今 日あるような神会に関する

広範な知識の基を敷いたのである。

これらはほんの数例にす ぎない。末 日聖徒

の理解力が個人的に も全体的に も;永 年 「規

則に規則 を」加 えられることによって強めら

れたこ とを示す ものは，十分すぎるほどある。

大 きな変更の中には，歴史的な状況 と関連 し

て起こった もの もあれば，教会の指導者があ

る問題について深 く考え，啓示を通 して知識

を求めた結果生 じた変更 もある。

教会の方針や考 え方は停滞 していない。主

か ら新 たな教 えや指示をいただ くために，い

つの時代にあっても，予言者に天の扉が開か

れているのである。

ジョセブ ・ス ミスはこの約束 を強調 して，

次 の よ うに記 している。「われ らは，すべて

神のこれまでに啓示 したまいしこ と，すべて

今啓示 したもうことを信 じ， なお今 より後，

神の王国につ きて多 くの偉大にして重要なる

ことを啓示 したもうことを信ず。」(信 仰箇条

第10条)

しか し， こうした福音の知識 を広めること

に際 して，極度の注意が払われた。というの

も，教会の指導者たちは，「様々な教の風に吹

きまわされたり， もてあそばれたりする」(エ

ペ ソ4：14)危 険 があるこ とを十分に承知 し

ていたか らである。

これまで述べてきたような数 々の変更があ

ったに もかかわ らず， ある基本的 な真 理や

原則は昔 も今 も変 わることな く残 っている。

イエス ・キ リス トの神聖な使命 と贈いに対す

る信仰， ジョセブ ・ス ミスによって回復され

た神権の権威 と権能， しか もその権威が救い

に必要な儀式を執行するためにな くてはなら

ないものであるという信仰， モルモン経が神

聖な書物であ り，予言者ジョセブ ・ス ミスの

示現 と啓示 を受けたことに対す る信仰， また

教会に絶えざる啓示があることの確信，など

がそれである。

私たちは，教会の大管長，管理大祭司のみ

が，新 たな啓示を明 らかにする権能 を有する

予言者，聖見者，啓示 を受ける者 として支持

されることに心を留めなければな らない。J・

ルーベ ン・クラー ク・ジュニア副管長は，1954

年 に教会のセ ミナ リーおよびインステ ィテユ

ー ト教師に対 して，こう繰 り返 している。「教

会のために啓示を受 け，聖句に権威ある解釈

を与えて教会員に教え，これ までの教会の教

義に何らかの変更を加 える権利をもつ者は大

管長 しかいない。」

歴史を学ぶ ことの価値はひとつに，教会の

発展や進展，プログラム，教 え， また絶えざ

る啓示の実体 を確かめることにある。末 日聖

徒 は，今後 どの ような変更があろうとも驚い

てはな らない。こ う自分に問いかける必要が

ある。「これが回復された教会の本質 といえる

ものではないだ ろうか」 と。・
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』艦
与えられるのは石でしようか

パンでしようか

フ ラ ン シ ー ヌ ・べ ニ オ ン

イ エ ス は， 私 た ちが 答 え を求 めて いる 時 ，

た とえ話 で 私 た ちの 心 を慰 め て下 さ った 。

私 の娘が5歳 位の頃・不臓 そうに祖母を
見つめて言いました。「おばあちゃん，お

ばあちゃんの足ってほん とに大きいのね。」

「そ うなのよ
， リン。でもどうしようもな

いの」 と祖母は答えました。

す るとリンが言いました。「ううん，そんな

ことないわ。」

「どうするの?」

「お祈 りできる じゃない。」

リンは，祖母が どうして足のことをお祈 り

しないのか，理解で きなかったのです。私は，

おばあさんが足のことは神様に祈 るほど大げ

さなことでは.ないと思っているか らよと答え

ました。

「じゃあ
，ママは大切なこ としかお祈 りし

ないの?」

「私たちは何か助けてほ しいこ とにつ いて

お祈 りするわ。で も， 自分の思っているよう

にして下さいって天のお父 さまにお願いする

よりも自分で頑張って努力することの方が も
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っ と大切な ときだってあるのよ。」

「どうして?」

「そ うね
， そうやって頑張 っていって私 た

ち大 きくなってい くの。それに， もしふた り

の人が同 じもの を別々の大 きさでほ しいと言

ったら， どうす る?」

「う一ん， こまっちゃう。」

「わたしの名によって願 うことは
， なんで

もかなえてあげよう。」(ヨ ハ ネ14：13)私 た

ち大人でさえもしば しばこの言葉の意味 を捉

えることができずに悩む ことがあるのに，わ

ずか5歳 の幼 いリンはその真意の幾分か をつ

かんだ ようでした。

もっと具体的に言えば，次の聖句はどうい

う意味で しょうか。「されど見よ，われ汝に告

ぐ，汝心の中によく思い計 り，その後願 うこ

ともし正 しからば汝願わざるべか らず。願 う

こと正 しか らば，その時われ汝の心 を内に燃

やさん。これによりて汝にその正 しきを感ぜ

しむ。 され どもし願 うところ正 しか らずば，

かかる感な くして汝の心 は次第に鈍 くな り，

そはついに悪の悪 たるを忘れしむるに至 らん。」

(教義 と聖約9：8，9)

また神 はあらゆる所で様々な人々に，「求め

よ， されば与えられん」 と言っておられます

が，この言葉は，神に問題 を持 ってゆけば，

それが解決で きるように助けて下 さるという

意味のようです。

これは， キ リス トが弟子 たちに語 った祈 り

についての説教 にはっきりと言われています。

「求め よ， そうすれば，与 えられ るであろう。

捜せ， そうすれば見いだす であろう。門をた

たけ，そ うすれば，あけてもらえるであろう。」

(ル カ11：9)

それか ら主は，天父が私 たちに抱いておら

れる純粋な愛につ いて話 してお ります。

「あなたがたのうちで，父であるものは，

その子が魚を求めるのに，魚の代 りにへびを



与 えるだろうか。

卵を求め るのに， さそ りを与 えるだろうか。

このように， あなたがたは悪 い者であって

も， 自分の子供には，良い贈 り物 をす ること

を知 っているとすれば，天の父はなお さら，

求めて来る者に聖霊 を下さらないことがあろ

うか。」(ル カ11：11-13)

この聖句は天父が まず私たちに与えたい と

思っておられるこ と， さらに祈 りの時に私 た

ちが陥 りやすい問題についても示唆 している

ような気が します。つま り，実際にはパ ンを

いただいているのだけれど， それには気づか

ずに，神は石 を与えて下 さっていると思 って，

結局答えに気づかずに過 ごして しまうことで

す。 これまでに挙 げた聖句は，天父は私 たち

を愛 してお られ，決 して石 を与えた りはなさ

らないと教えてい ます。

神が祈 りに答 えて下さった，失 くした財布

がみつかった とか，結婚相手 を知 ることがで

きた とか， どの ような正 しい職業を選ぶこと

ができた とか， また子供 に部屋 をきれいにさ

せ るのに どうした らよいか， その方法 を知 る

ことがで きた といったよ うに神か ら助けを受

けた証 を持 っている人 を私たちは知 っている

と思います。そう言った人々は， 日常生活の

中で問題を解決する直接 の助 けがあったこと

について心動かす証 を述べて くれ ます。

ところが，私たちにそ うい う祝福 を受けた

ことがないために，人々の力強い証 を聞いて

驚いたり，がっか りした り，時には罪悪感に

悩 まされた りす るこ とがあります。私 自身は

「絶えず祈 りなさい」 という戒めは私たちの

行為 を描 いている言葉であって，それによっ

て必ず しも主が常 に答えて下 さる」 こととは

何 ら相関関係 はないと考 えています。それが

私の気持 ちの中の大 きな力 となっているよう

です。主が， もしいつ も答えを与えて下 さっ

ているとしたら， それは主が それぞれに違っ

た対応をされているからです。

しか し， もし人が心をこめて祈 ったのに，

その大切 な問題に対 して何の導 きも得 られな

い としたら，その人は自分の信仰のなさを感

じるか， あるいは神が助けて下 さらないのか，

または神 は助けられないのか， さらには神は

い ないなどと感 じるか もしれません。

祈 りを通 じて私たち一 人一 人が神 と結ぶ関

係はそれぞれ個有のもので，ある人の経験が

他の人の手本になる とい うわけにはいきませ

ん。私たちの必要 としているものはそれぞれ

違いますか ら一人一人の祈 りに対 する神の答

えも違 って当然なのです。

私は，結婚 以前 も以後 も，ささいなこと，

大切 なこと， この世 のことそ して予想 もしな

か った事件 など，祈 りによって数えきれない

ほど助け られて きました。

それで も，生涯の重要な大問題に直面 した

時に，神からの助けが感 じられなかったこと

があ りました。答え も援助 も，みたますら感

じられませ んで した。

私はブリガム・ヤング大学の2年 生の時にボ

ブと会 いました。彼がいない と，た とえ沢山

の良い友人に囲まれそいて も，私は何 となく

孤独でした。 しか し彼を知 ってか ら，私たち

は個々の生活様式に，大 きな相違があること

を知 りました。 しか も，それは間違 いな く結

婚生活に も影響 を与えかねないもので した。

ボブか ら結婚 を申し込 まれた時，私は自分

の判断を信頼せずに，神にその確信 を求めま

した。私は， もしボブとの結婚が正 しいな ら

「心が燃えるように」
， もし正 し くな いな ら

「心が鈍 くなるように」感 じさせて下さい と

心 を尽 くして神 に祈 りました。ところが，燃

える気持ちも鈍 い気持 ちも全 く感 じないので

す。私は 自分の信仰が足 りなかったのではな

いだろうか と考 え，聞 き方 を変 え，婚約破棄

をした方が よいで しょうかと尋ねてみました。
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それで も燃える気持ちも鈍い気持ちも感 じら

れませ んで した。

私たちは出会ってから1年 と9カ 月目に，

この結婚が正 しいか どうかのはっきりした確

信 を得 ることもな く，アルバータ神殿で結婚

しました。私は自分で決定を下 したのです。

かけがえのない証 人たちの前で互 いに交わ し

た誓約以外は何の保証 もない危険をは らんだ

人間関係の中にあえて飛び込んだので した。

それを選んだのも約束 をしたのも私です。私

はあの時，戒めだからというのではなく自分

か らそ う決断す る必要があったか ら結婚 した

のだと，今 そう感 じます。

私は神に自分の結婚の危険なところをすべ

て取 り払 ってもらい，夫 との結婚生活が うま

くゆ くように請け負ってほしい と思っていま

した。 しか し，神は，私が自分で問題を解決

し，自分で決心 をするように要求 してきたの

でした。ボブ と私は，夫婦の絆 を強 くしてゆ

く過程で，冒険や悲 しみ，成長や 自己の認識

そして喜びなど， まさに山あり谷あ りの人生

を経験 しました。大抵の人には，伴侶はこの

人ですというはっきりとした答えが必要でし

ょうが，私にはこれまで話 してきたような形

で成長す るためにも，沈黙とい う答えで十分

でした。恐 らく，私のような例は珍 しいので

はないでしょうか。ほ とんどの場合，聖 きみ

たまの証がないまま永遠の結'婚誓約に入るの

は賢いことではないと思い ます。

私は自分 と同じように，人生の危急の時に

際 して祈 りの答 えを得 ることがで きなかった

という人たちを大勢知 ってい ます。みんな良

い人間になることを願い，努力し， その上 自

分や自分 を頼 りとしている人たちに とって一

番良い方法を選ぶことができずに，信仰 をも

って主の導 きと助け を求めた人たちにほかな

らないのです。神 を信 じ，神の慈悲 を信 じて

いる人々です。そういった人たちの大半が，
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努 力の末に知 恵と力，信仰 と愛 を増 し加 えた

ことを証 しています。

私 たちが真心か らそうあ りたいと望んでい

ないために，祈 りの答えが得 られないことも

ときにはあるか もしれません。夫は十代の後

半になって，モルモン経 を読み，その時主 と

心 を交わすことも可能 なことを確信 したので

した。自分 はそのように考えることはできな

い とい うのではな く， ただそうした飛躍的な

ステップを取 る準備ができていないために畏

れ多い行動 を取 るのを引き延ば してきたと彼

は言っています。そんなある 日，夫は馬に乗

って山に出かけ，ひざまついて祈 りました。

そして自分 自身が変 わり得 ることや主 と交わ

ったあとに自分に託 される責任な どについて

思 い巡 らしているうちに，主に認めて もらい

たい とい う望みを抱いている割 には，今の平

安な生活 を捨てる覚悟ができていないことが

わかって きたのです。彼は， 自分が主 と交わ

ることによって もたらされる大 きな変化 を内

心望んでいなかったことを自覚できるように

なった時に，祈 るならば，主は きっと答えて

下 さるに違いない と感 じたのでした。そこで，

彼は立ち上がって馬に乗って帰 りました。

その彼が再び主に求めたのはそれか ら数 カ

月後の ことで した。この時彼は，主 と交わ り，

その責任を受け入れる用意 もできていました。

そして主は彼の祈 りに答えて下さいました。

初めにその気持 ちがなかったのは主ではな

く，む しろボブの方で した。ボブは主を喜 ば

せ たい，主に自分を良 く思っていただ きたい

と思 ってい ましたが，安易なこの世の生活 を

断ち切 ろ うと心底から考えていなか ったので

す。つ まり福音が真実であることを本当に確

信 してお らず， まだ 自分が進歩す ることも心

か ら望んでいなか ったのです。主はボブ 自身

よりもボブのことをよくご存知で，このふた

つの出来事 を通 して彼の本心 を知 らせ て下さ



ったので した。

私たちは自分 で祈 る時に，何のために祈 っ

ているかわか っていると思 っていて も，同時

に心の中に「無意識の意図」といったものが あ

り，神はそれ を十分承知 し，理解 しているは

ずです。 このような 「無意識の欲求」は 自覚

している他の欲求の邪魔になるので，救い主

は祈 る時には 「真心 を以て」 自分 自身を備え

るように とたびたび忠告 してお られます。

自分の祈 りにはっきりした答えが得 られな

くてもその経験に感謝 している人が大勢 いま

す。でも祈 りの種類は様 々です。何の助け も

得 られないと思 って悩んでいる人たちも，だ

れかの信仰 を高める経験を聞けばい くらかで

も励 まされ ることがあります。祈ってみても，

それ とわか る答えが得 られない時は比較 とか

理由をいくら捜して も並の方法で容易に解決

できるものではあ りませ ん。

私たちが，神 は親切で万能で，私たちを愛

しておられることを知 っていれば，天候に左

右されることも，健康や苦痛や死 に関係な く，

結局主は子たちに一番良い もの を与えて下 さ

ると考えることができます。た とえそのとき

に 「最高に良いもの」だと気づかな くても，

あるいは苦 しみや悲 しみに甘ん じることがあ

ろうとも，そ してその確証が得 られなくても

主が必ず祈 りに答えて下 さると信 じられるは

ずです。

しか し， もし私たちが神の存在や慈悲，権

能そ して特に私たちに対す る愛を疑 うな らば

「答えのない」，いや 「答えに気づかない」祈

りをして も虚 しさだけが残 るだけか もしれま

せん。答えを受けない祈 りについて どう思 う

かは，結局 はその人の神に対する信仰の強さ

や その目的をどの程度理解 しているかにかか

って くるのです。

聖典 には，主を信頼 し，主 をほめ，讃え，

主を崇め，主の力 と威勢 を告げよ と繰 り返 し

言われています。でも私は，神が神 としての

御 自分の立場 を確立するために私たちの信頼

や賛美や崇敬 を要求 してお られるとは思いま

せ ん。神はご自分の ことをよ くご存知です。

む しろ，神を理解す ることか らくる確信が必

要なのは私たちです。この世界や世の苦 しみ，

痛みをとうてい理解 し得 ない私たちの方なの

です。

昔のイスラエル人は，神への信頼 を持ち続

け るように神が与 えて下 さった指示に従わな

か ったことが原因で，神に対する信頼が持続

す るこ とができませんでした。多 くのユダヤ

人やニーファイ人やキ・リス ト教徒が，主に対

す る信頼 を保 ち続け るには通常よ りさらに 多

くの勉強や意志力，希望や祈 りが要求 され ま

す。神 を知 り，神を信頼することが容易にで

きる人は，聖典 を学び， それについて考え，

教えるところに従 った生活 をし，感謝や願い

を述べるだけに終 らない神 とのつなが りを深

める祈 りをしている人で しょっ。

パンを口に していて，それを石だと勘違 い

す る人がいるで しょうか。魚 を見て，蛇だ と

言 う人がいるで しょうか。卵 を手にしながら

さそ りの針 だと考 える人がいるでしょうか。

たとえそういう幻覚 を覚えることがあった と

して も，間違 いが生 じたのはその事物 とは関

係 なく，私たちの知覚 の問題なのです。

神は人間が考え出したものではあ りません

し，人間の理解の粋に限定されることはない

のです。主の道は人間の理解に左右されない

のです。私たちが求めさえすれば，神 と神の

道を知 ることので きる方法 を教えて下 さって

いるこの時代 に，私たちは祝福 されて生活 し

ています。答えのない祈 りか ら冷たい石や さ

そ りの針 を感 じることはあったとして も，主

の愛を信 じ，主の祝福 を知 るならば，私たち

はパンや魚や卵を食べて夫 きく成長すること

がで きるはずです。
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私 は開瀦 妨 や つしょになって・
アイオワ州 を通 る聖徒 たちのため

に道 を作 りました。そのあ と， ノーヴ

ー に残 して きた妻 と3人 の子供 を連れ

に戻 りました。それか ら家族 を連 れて

320キ ロもの距離 をアイオワに渡 り，ひ

とたびそこに家族 を残 して，再 び160キ

ロも離れた部落へ食べ 物や 日用品 を買

いに行 きました。

ところが私は そこで病 気にかか って

しまい， どうしようもな く家族 に迎 え

に きて もらい ま した。 しか しその妻 と

子供た ちも到着 した翌 日に病 気にかか

って しまったの です。私 たちはみすぼ

らしいあば ら屋 をみつけ， そこに身 を

寄せ たのですが，近 くに水があ りません。

ある 日，私は病気 の家族 のために水

を くんでこよ うとしま した。 しか し体

が弱 っていてそれ もで きません で した。

夜 になる と，家族 は熱 を出 し， しきり

圭傭慧曝
お 話 ：ジ ェ ー コ ブ ・ハ ン ブ リ ン
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に水 を欲 しが りま した。

この ような試練 の時にあって，私 の

心に良 くない感情 が起って きました。

こうした私 の心 の状 態 を見て， 主が悪

魔に私 を試み らせ たので しょう。 ちょ

うどそ こに メソジス ト教会の牧 師が通

りかか り，私 た ちの悲惨 な状態 を見て

驚 きの声 を発 しま した。彼は，みん な

が住め る家 もある し， なんで も整 って

いるか ら， もしモルモン教会 をやめ る

な ら， どうぞ私 た ちの所に来て下 さい，

と言い ました。 しか し私はそれを断わ

りま した。彼はその ままそ こを去 って

いきました。

その後，私は ひざまず き， どうか こ

の悲惨 な状態 にある私 たちに憐 れみを

たれ たまい， だれかの心 を和げて私 た

ちを苦 しみか ら救 って下 さい と主に願

いま した。

1時 間ほ どして， ウ ィ リアム ・ジョ

尭 患 当ξ違)

1認
・遜
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主はそなえたもう

ンソン とい う人が12リ ッ トル ほ どの水

が入ったかめ を持 って きて， こ う言 い

ました。「夕方，1日 中脱 こく機 をまわ

して，疲 れて帰 って きて，横 になった

のですが， 全然眠れないんです。あ な

たが たが水に不 自由 している って，何

かが そう教 えて くれたのです。 それ で

か めを持 って カス ター の井 戸に行 って，

水 を汲んで来た とい うわけ です。これ

でや っ と家に帰 って眠れ ます よ。家 に

は とり肉や ほか に もいろいろ と病 人に

いい もの もあ りますか ら，何か必要 な

ものが ある時 は，遠慮 な く言 って下 さ

い。」私 は，これこそ私の祈 りに対 す る

主か らの答えだ と思 いま した。

翌 日にな ると，や ぶか らた くさんの

うず らが飛 び出 して きて，私 たちは何

の苦 もな く必要 なだけつ か まえ ること

がで きました。あ とでわかった ことで

すが， 野営 をして いた聖徒 た ちも同 じ

よ うに して食物 を与 えられた とい うこ

とです。

，講

卿 響

た 玄'護 購 徽.

幽慈 "
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女 性は・ 自分には渡 もチャンスがなカめ
たと言い張っていました。この女性，著名

な植物学者のルイ ・アガシ博士のロン ドンで

の講演 を聞いた後，博士 に不平 をこぼ して き

たのです。 彼女 の不平 に対 して， アガシ博

士は答えました。『マ ダム， あたたは一 度も

チ ャンスがなか った とおっしゃるのですね。

ところで，あなたの今のお仕事は何ですか。』

『私は今だに独身で
，妹の下宿屋 を手伝 っ

ています。』

『どのようなことをなさるのですか
。』

『ジャガイモの皮 を向いた り
， タマネギを

刻んだ りしています。』

博士は尋ねた。『マ ダム，そのような家庭的

学ぶ ことをや めて はな りませ ん

七 十 人第 一 定 員 会会 長

マ リ：オ ン ・D・ ハ ン ク ス

これは，ある時著名な植物学者ルイ ・アガシ博士に話 しかけてきたひとり

の女性の話です。

，i灘
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な仕事は どこでするのですか。』

『台所の階段の「番下の段 です
。』

『足をどこに置 きますか
。』

『化粧れんがの上です。』

『化粧れんが ってどんな ものですか。』

『さあ
， わか りませ ん。』

『ところで
， そこに座 って仕事 をす るよう

になって どの位経ちますか。』

『15年になります
。』

『マダム』アガシ博士は言った
。『私の名刺

を差 し上げますか ら，化粧れんがの特質につ

いて私に手紙 を書いて下さいませんか。』

彼女は博士の言葉 を真面 目に受け取 った。

家に帰ると，辞書 を調べ，れんがは粘土 を焼

いて作ることを知った。 しか し，それだけで

はアガシ博士に送る答えとして簡単すぎるよう

に思えた。そこで，食器を片づけた後，彼女

は図書館に足を運び，百科事典 を調べ た。百

科事典には，化粧れんがは白陶土 と含水珪酸

アル ミニウムを陶化 したものであると説明さ

れていた。 しか し彼女には何のことや ら全 く

わからなかった。そこで好奇心 の強い彼女は

どこまでも追求 し， 自分が納得 い くまで調べ

上げたのである。 まず 「陶化」 とい う言葉 を

取 り上げ，それに関す る資料にはすべて 目を

通 した。それか ら博物館 を訪ねた。彼女は人

生の地下室から 「陶化」 という翼 をもった新

しい世界に抜け出したのである。新 しい旅立

ちをした彼女は， それか ら 「含水」 という言

葉に着 目し，地質学の勉強か らさらには神が

この世界を創造 し，粘土層を置かれた時代 に

までさかのぼって研究 した。ある午後 彼女は

れんが工場に出かけて行 った。そして，120

種類 以上のれんがや タイルの歴史を知 った彼

女は，なぜそんなに多くのれんがや タイルが

必要なのかその理由 を知 ることがで きたので

あった。彼女は，化粧れんが とタイルを主題

に36ペ ー ジにのぼ るレポー トを書いた。

やがてアガシ博士か らはこのような手紙が

届いた。『マダム，あの記事 は例の問題に関 し

てはこれまでの最高の ものです。もしよろし
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ければ星印のついた3つ の言葉を変えさせて

いただけませんか。そ うすれば私の方で出版

して，その代金 をあなたにお送 りします。』

少 し経 ってか ら，1通 の手紙 と共に250ド

ルが届けられた。手紙 の下の方にこのような

質問が鉛筆で書いてあった。『このれんがの下

には何が あるでしょう?』 つ い先頃時間 を有

効 に使 うことを学んだ彼女はただの一語 『ア

リ』 とだけ書 いて返事 した。する と博士は，

ア リにつ いて教えて下さい と書いて よこした。

彼女はア リの研究 を始めた。ア リの種類は

1，800か ら2，500種 類 もあった。中には，1本

の虫ピンの上 に3匹 のア リを連ねて並べて も，

まだゆ とりのある程小 さいア リもあった。体

長25ミ リのア リで も幅800メ ー トルの大軍 と

もなれば，その行 く手にあ るものは何 もか も

追い払ってしまう。ア リは 目が見えない。ま

た，ア リは死ぬ 日の午後になると飛び立つ。

ア リの作るア リ塚は，指ぬ きの中にス ッポリ

入ってしまうほど非常に小 さい。働 きア リは

油虫の尾端 を突ついてそこから出る甘露 をな

め， それを女王ア リや雄ア リのいる所まで運

ぶ習性があることもわかった。

多読 と骨身 を惜 しまない緻密な研究の後，

この女性 は360ペ ー ジにも及ぶア リにつ いて

の研究 をアガシ博士に書 き送った。博士 はそ

れ を本に して出版 し，販売 した代金 を彼女の

もとに送って きた。その結果，彼女は研究 を

進めなが ら夢見ていたすべての土地 を訪 ねる

ことがで きたのであった。

さて，この話 をお聞 きになって，私たちは

皆，陶化された白陶土 と含水珪酸アル ミニウ

ムの上に(そ して下にはアリがいる)自 分の足

で座 しているのだということを痛切に感 じる

だろ うか。チェスター トン卿はこのように答

えている。『つ まらないものはひ とつ もない。

あるのは無関心 な人々だけである。』」

学ぶ ことをやめてはな らないのです。



ホ ー ム テ ィ ー チ ャ ー の カ

H・'ブ ル ー ス ・ボ ー マ ン

輪 β繍 ノ傷

1970年5月 のある晴れた 日曜 日の午後のこ

とである。私は同僚 と一緒にアパー トに

帰って きた。しばら く休息 し，それか ら聖典

の勉強 をして，アンデス伝道部ペルー ・トル

ヒヨ第一支部で開かれる聖餐会に出席するつ

もりでいた。上段 のベ ッドに寝て聖典 を読ん

でいると，突然ベ ッドが激 しく揺れた。机は

倒れ，箱が床の上 を走 り回っていた。地震だ!

私 は一生懸命スペ イン語で何 と言えばよいか

考えた。 しか しどうしても出てこなか った。

それもそのはずである。、耳にしたことはあっ

て も，これ までその言葉 を使 う必要 もなかっ
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たのである。

幸いにも， トルピヨの被害はたいしたこと

がなか った。しか し南へ150キ ロほ ど下 った

港町チンボテの住民は皆避難 させ られた。 こ

のチンボテの町には最近，宣教師が転任 にな

って， ここ2週 間ばか り宣教師はいなか った。

教会員もどういう人がいるかわか らず，宣教

師たちは散 り散 りになった聖徒たちの安否が

気懸 りであった。宣教師のひ とりが支部長に

召されたといって も，彼はその地震のあった

日曜 日がこの町に来て最初の安，冒、日だったの

である。

私は，以前6カ 月間 このチンボテの町で伝

道 し，支部長 をしたこどがあった。そこで私

ならば会員たちもよく知 っているというこ と

で，チンボテへ行 き教会員を捜し出 し，何が

必要か調べて くるように命 じられた。

チンボテに着いてみて，私はが くぜん とな

った。町は8割 以上が見る影 もな く破壊され

ていた。大半の小屋やれんが家は地震 で崩れ

落ち，何 とか持ちこたえている家 も近寄れな

いほど壊れていた。私はこんな状態で175名

に ものぼる会員たちを見つけ出すことは並大

抵のことではない と思った。ましてや町 の 目

印にな りそうなものはすべて破壊されていた

からである。

私は宣教師の支部長 と一緒に まず扶助協会

の会長ヘルマナ ・シガロ姉妹の家を捜 して行

った。そ して，そこにひとまず荷物 を置 き，

それか ら数時間歩いては尋ね，尋ねては歩 き

回 りながら，教会員 を捜 して回った。彼 らは

皆，家 を破壊 されたので，一 カ所に固まって

キャンプを張っていた。多くの人々はできる

だけ教会員の近 くにい ようと，近所の人々に

何 も告げずに集 まって きたのである。
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5時 間 も歩いただろ うか。偶然，私 たちは

ある姉妹の壊れた家の跡でキャンプ を張 らて

いる会員 たちを見つけた。彼らは私たち以上

にたいへん喜 んで くれた。 しか し，私はまだ

どこにいるかわか らない残 された人々のこと

を思 うと気が重かった。

私は，みんなに第一副支部長のヘルマ ノ ・

カルデナスの居所 を知っている人がいないか

尋ねてみた。キャンプの後方近 くにいる とい

うこ とで，そこに行 ってみ ると，ちょうどカ

ルデナス兄弟が子供 たちを寝か しつけている

ところだった。私 たちは再会を喜び，あいさ

つ を交わ してから支部のほかの会員たちの見

つける良い方法がないか話 し合 った。

私はあの時のあの兄弟の驚 きとも落胆 とも

思われる何 ともいえない顔 を今で も忘れるこ

とができない。彼はズボンの後のポケッ トか

らしわ くちゃになった一枚の紙 を取 り出 し，

私 に手渡 して静かに言った。「長老。私たち

はあなたが長老定貝会で教 えて下さった通 り

にしました。ホームティーチ ャー を送 ったの

です。」その汚れた紙には，2家 族 を除 く支部

全貝の居場所，状態，健康 などが一つ一つ記

入されていた。これ らの情報はすべてホーム

ティーチ ャーが集めたのである。

その時私たちは初めて 自分たちが主の方法

である神権 の系統 ではなく， 自分の方法で会

貝たちを見つけよ うとして何時間も無駄な時

間を費や していたことを知 ったのである。チ

ンボテの経験 を通 して，その日私たちは よく

組織 されたホームティーチャーならばこれだ

け素晴 らしいことができるとい う証 を持った。

こうして私 は主が私たちにホームティーチング

を定め られた，少な くともひとつの理由 を知

ったのである。
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かい だい げちようろう

会が大す きで した。 ロムニー長 老は,
ちい とき お も で は な

小 さい時の思 い出をこのよ うに話 して

います 。
しょ

｢わ た しは
,メ キ シ コ で は じめ て 初

とう きょうかい し

等協会 を知 りました。 まだ うつ って き
じ

たばか りで したので,わ た したちは 自
ぶん て いえ はたけ

分 たちの手で家 をつ く り,畑 をたがや
せ いかつ

して生活 しました。
りようしん

こ うい うた いへ ん な と きで も,両 親
しょとうきようかい い

は,わ た しを初等協会へ行 かせ て くれ
とき

ま した 。 あ の 時 の た て もの,し んせ つ
せんせ い うた

な先生,歌,レ ッス ン な ど,い まで も

かわ

よ くおぼ えてい ます 。川のそば をさん
おか い

ぼ した り,丘 にハ イ キ ン グに行 った こ
あ る じ めん

ともあ ります。はだ しで歩いた地 面,

なつ ゆう だ いまおも だ たの き

夏の夕立 ち,今 思 い出 して も楽 しい気
も

持 ちにな ります。
ちい まな

そ うした小 さいころに学 び,け いけ

ん したこ とが,い ままでのわた しをみ

ちびいて くれたのです 。
しょとうきょうか い せん せい あ さ

初等協会 の先 生 は,『 う るわ し き朝
なが ちん もくやぶ い しゅ い

よ』『長 き沈黙破 りて出づ』 『主は生 け
し たか さか さん ひ

りと知 る』 『高 きに栄 えて』などの讃美
か お し

歌 を教 えて くれ ま した。
ちい とき さん ぴ か うた

わた しは,小 さい時か ら讃美歌 を歌
こころ かん しゃ

うこ とが で き,心 か ら感謝 してい ます 。
せんせい かん しゃ さん び か

先生 に も感謝 してい ます。讃美歌 は,
いま

今 ま で,ず っ と,わ た し をは げ ま し,
たて てん ごく

み ち び き,助 け,そ して,天 国 に い る

き も

よ うな気持 ちに させ て くれ ました。｣

威 姦
､轍 樽

11噸

ー
富
ざ
鋳 剛
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ほし き そら

星が消 えて,空 が もとの ようにな る

と,ジ ェイソンは またか な しくな りま
とき て

した。その時です。だれかの手がか た
み とう た

に ふ れ ま した。 見 る と,お 父 さ んが 立

って い ま した。 .
とう あ

｢お 父 さん
,… …会 い たか った よ｣

な み だが こぼ れ て き ま した 。

とう つ よ

お 父 さん は,ジ ェ イ ソン を強 くだ き
い かあ

しめ て 言 い ま した 。｢お いで,お 母 さん

と ジェー ン もい る よ。｣

かわぎ し ある い

ふた りは川岸 にそって歩いて行 きま
まえ ひ

した。 テン トの 前に火が あたたか くも
なか かあ

え,中 に は お母 さ ん とジ ェー ンが い ま

した。

｢ま た み ん な い っ し ょに そ ろ っ た
。｣

とう い

お 父 さん は,こ っ言 っ て ジ ェ イ ソン を

なか い

中へ 入れ たのです 。
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ちい とき やきゅう

デ ビ･ド は･小 さい時か ら野球 がだ
いす きで した。いつ もチー ムの ピ

ッチャー になる ことをゆめみてい まし
やす

たので,れ ん しゅうや しあい を休 んだ
いち ど とう

こ とは一度 もあ りませ んで した。お父
にい とき

さんや お兄 さんがひ まな時はいつ で も,

キ ャッチボールのあいてにな って もら
み とき

い ました。テ レビを見てい る時 もグロ
て

一ブ とボール を手か らはな しませ ん。

グローブ をはめ たままでテーブルにつ

いて,み ん なをい らい らさせ たこ とも

あ ります。
や きゅう ちか

野球 シー ズンがお わ りに近づ いたあ
ひ にちよう ぴ あつ

る 日,コ ー チ が,日 曜 日に集 まって と

くべ つ な れ ん しゅ う を して そ れか ら し
い にち

ゃ しん を とる と言 い ま した。｢ぼ く,日
よ う び こ い

曜 日には来 られ ませ ん。｣デビ ッ ドは言
o

い ま した 。

き ほ う らいねん

｢来 た方 がいい よ。来年 の ことにつ
はな あ

い て話 し合 うん だ 。｣

はし い え か え やきゅう

いつ もな ら走 って家 に帰って,野 球
か ぞ く はな

の ことを家族 に話すのですが,き ょう
はな

は,と て も話 す きに な りませ ん 。 と う
にちよう び い

とう,日 曜 日にはれん しゅ うには行 き
まい しゅうげつよ うび

ませ んで した。 でも,毎 週 月曜 日のれ

ん しゅ うにはすべ てさんか しま した。
らいねん しゆ き

つ いに,来 年のチーム のせ ん手 を決め
ひ

る 日が き ま した。･
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せ い しょ よ

.聖書 を読み ま しょう

だ;ぞ霰

ス ペ ンサ ー･W･キ ン ボ ー ル

ち い どうぶっ ものが たり

小 智 ころ濡 たしは動物の鮮 を
読ん では動物に な りたい と思 った

ものが たり

ものです。 また,ぼ うけんの物語 な ど
ほん よ

お もしろい本 をた くさん読み ま した。
さい ご ひ ほん よ

｢ポ ンペ イ最後の 日｣と い う本 を読 ん

とき い

だ時は,ど うして もそこへ行 ってみた

くてたま らな くな りま した。
なが あい だ にちようがっこう かい

長 い間デゼ レ ト日曜学校 のかん り会
はたら ちぢ

で働 い て い た父 は,､ジ ュ ビ ニー ル･イ
ほん も

ンス トラ クター の本 を持 ってい ました
なか むか し き じ

が,そ の中にある昔 ので きごとや 記事
よ たの

を読 むの も楽 しみのひ とつ で した。
いちばんね つしん よ せ い

けれ ども,一 番熱心 に読 んだのは聖
しょ ちい とき え い せい しょ

書で した。小 さい時か ら絵 入 りの聖 書
ものがた り よ だい す げん

の物語 を読 むのは大好 きで したが,原
ぷん せい しょ なが

文の聖 書は とて も長 くてむずか しいよ
お も とき

うに 思 え ま した 。 あ る時,ス ー ザ ン･
し まい

ヤ ン グ･ゲ イツ とい う姉 妹 が,ス テ ー
ぶ たいか い しゅうかい せ いしょ よ

キ部大会のMIAの 集会で聖書を読むこ
たいせ つ はな し さい

との大切 さについて話 を しま した。最
こ し まい せ いしょ よ とう

後にグイツ姉妹は,聖 書を読み通 した
ひと て

こ との ある人に手 をあげ させ ま した。
すこ ひと て

ほんの少 しの 人が,お そるお そる手 を
ぜん ぷ

あげ ました。｢全 部 ではないけれ ど,ほ
よ い

とん ど読み ました｣と 言 いわけ してい
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ひと

る 人 もい ま した 。
とき せ いしょ よ

この時です,わ た しが聖 書 を読 もう
けっしん いえ か え

と決心 したのは。家に帰 るや いなや,
そ うせい き だい ひら

わた しは創世 記の第1ペ ー ジを開 いて
よ はじ まいにち

読 み始め ました。それか ら毎 日,わ た
じ ぶん や ね べ や よる

しは 自分の屋根 うら部屋 で,夜 お そ く
よ つづ

まで読み続け ました。
いちねん もく し

一年ほ ど して
,わ た しはや っ と黙示

ろく さい こ こと ば つ

録の最後の言葉にた どり着 きました。

｢こ れ らの こ とをあか しす るか たが

おお

仰 せ に な る,『 しか り,わ た しはす ぐに

く しゅ

来 る』。アー メン,主 イエ スよ きた りませ,
しゅ め ぐ いちどう もの とも

主 イエスの恵みが,一 同の者 と共 に
もく じ へ

あ る よ うに。｣(黙 示22:20-21)

せい しよ さい しょ さい ご よ お

聖書 を最初 から最後 まで読み終えた
とき かん こと ば あ ら 　

時のこの まんぞ く感 は言葉 では表 わせ

ないほ どで した。そ して,な ん とうれ
せ いしよ

しか ったこ とで し ょう。聖書のすべ て
こと ば こ ころ

の言葉は,ど ん なに わた しの心 をみた

して くれ たこ とで しょう。
はんせい き い ま せい しょ

半世 紀た った今 で も,わ た しは聖書
よ

を読 む ようにはげ まして くれたゲ イツ'
し まい こころ

姉妹 に心か らかん しゃしてい ます。
いま

今,わ た しは,す べ てのみな さんに
せいしよ よ

聖書 を読む よ うにおすすめ します。



私の映画

ダ ン ・リン ドス トー ム

休 暇にな ると・大抵の人は2・3週 間旅行
に出たい と思 うようですが，私は家に帰

れるのが うれ しくてた まりません。コンサー

トにな ります と，私たちは何 カ月も家 を留守

に して しまうか らです。そんなわけで ソル ト

レー クに帰って きて，気の合 う女性 と映画館

の前に並び，楽 しみに していた映画 を見よう

とす る時に，ほっ とした安 ちいだ気持ちにな

れるのか もしれ ません。

「.}＼
、

その 日の映画は今流行の宇宙科学 もので，

映画館の前には長い列ができていました。少

し時間が あったので，私たちは話 をし，いろ

いろと思 いを巡 らす ことができました。私の

頭 の中に教義 と聖約の88章 の聖句が浮かんで

きました。88章 には裁 きの 日のことが記され

ています。

108節 か ら110節 には，私たちの隠れた行な

いが人々の前にあばかれると書かれています。
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さらに私たちの心の思いが明 らかになるとも

述べています。これは，正当な裁 きがで きる

ように私たちの人生の旅を再現す ることを意

味 していることだと思います。

人々がそのこ とをまるで大スクリー ンに写

されるパ ノラマの ようだ と語っているのをよ

く耳に してきましたが， さっぱ りピンと来 ま

せんで した。 ところがその時，ふ とこんな考

えが浮んできました。 もしも私の人生が映画

になったら，今見 ようとして並んでいるこの

映画のようにわ くわ くと期待 に胸 をふ くらま

せて待つ ことができるだろうか。監督や友達

と一緒に見るこ とができるだろうか。その場

に救い主 をお招 きできるだろうか。

こうしてふ とした小さな考えが 自分の人生

を振 り返 り， 自分が主演す る映画のことまで

広がって行 ったのです。この思いは映画が終

わり，デー トの相手 を家に送った後 も，私の

頭にこび りついて離れ ませんでした。 とうと

う何週間 もそのことが私の頭 の中を駆け巡 り，

自分の映画は どの ようになるだろうか と気が

か りでたまりませ んで した。

「映画 となれば
，主役はだれだろうか。『ダ

ン ・リン ドス トームの生涯』 とい う映画で，

主役になれ るのはダン ・リン ドス トーム以外

にいないではないか。」これはすば らしいこと

だ。自分の名前が トップに出る以上，そ うそ

う落胆 したり，がっか りしている様 も見せ ら

れ ません。大切なのは， カメラが 自分の思い

や行 ないをすべて記録 していることを忘れな

いでいることです。 そしていつ も楽 しく，積

極 的に良いこ とをす るこ とです。

「幸福の探求」 という映画の中で
，私 たち

はだれでもこの地球上における自分の生活の

一刻一刻に責任 を負わされ ると言っています
。

それはつ まり自分が何 をしたか というこ とだ

けではな く，機会を最：大 限に活用 したならば

こうい うことができたはずだ とい うことまで

も，映画 を通 して知 らされ るとい うことです。

そ う考えてみると， 自分の時間 をもっと賢 く

使 わなければ， という気にな ります。私 も聖

なる場所に立 ちたいか らです。

そこで私は映画製作について少 し調べてみ

ました。図書館でまずプロデューサーの仕事

を調べ てみると， プロデューサーはたいへん

な リスク(危 険)を 冒 しているようです。経

費をすべて工面 してまさに大 きな賭けをする

のです。そ して映画が当たれば億万長者です
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が，失敗 でもすれば無一文になってしまいま

す。しか し，この映画の場合，投資す るのは

私 しかいませんか ら，私がプロデューサーで

す。昇栄か，外の暗闇か， あるいはその中間

のどこにい くかを自分 で演出するのです。ど

こでロケをし， どんな映画を作るか を決める

の も私です。

製作者は また脇役 も雇 います。この映画で

も，ある意味で同 じことをします。映画の出

演者 を決め，役の割 り振 りもしなければな り

ません。友達 も結婚 の相手 も自分が決めるの

です。

どんな映画で も一番 も大切なのは監督です。

サ タンは，折あ らば監督にな りたいとうかが

っています。呼ばれな くて も，す きを見て割

り込んで くるほ どの勢いです。 しか し監督 し

たいと思 っている方が もうひ とりいます。そ

れは聖霊 です。 どちらの監督 もただ働 きは し

ません。サ タンは熱心に働 くでしょりが，水

遠の報酬 を要求 します。聖霊は正 しく清い生

活の原則に， きちん と従 うことを要求 します。

どちらの監督にまかせ るかを決め るのは 自分

しかいませ ん。私は聖霊 を選ぶだけの知恵 と

強さを自分が持てるように願 っています。

私は 自分の映画にはスタン トマンがいない

こともよ く知 っています。荒 っぽい場面や危

険な場面でも代 りの人を立てるわけにはいき

ません。主は私たちがこの地球に来て経験 を

積むように定め られたか らです。だれかに肩

代 りして もらうことはで きないのです。すべ

て自分で演 じなければな りませ ん。

しか し，私たちが望むな らば， 自分 でフ ィ

ルム を編集す るこ とはできます。たとえば 「ス

ターウォーズ」のような高度な映画では，い

ろいろなシーンを様々な角度か ら撮影 して置

いて，一番良いカットを使ってい くのです。

もしどこか具合いのよくない ところがあれば，

改めてや り直せば よいのです。編集者はどれ

を捨て， どれ を生かすかで とても苦労 します。

同 じように主は私たちの悪 いシー ンを削って

その部分 を埋め る方法を，教えて下さいまし

た。それは悔 い改め と言われ，ちょうどハ リ

ウ ッドにおいて，はさみとテープを使 ってフ

ィルム を切った り継 いだ りす るのと全 く同じ

ようなこ とをす るのです。主の方法で削除し

たものは永遠に消 され，主 もそれを忘れて下

さいます。(教 義 と聖約58：42参 照)

しか し，もしもその ような編集(悔 い改め)

をした ところ，フィルムがあまり残らなかっ

た としたら， どうなるでしょう。そこでさら

によいシナ リオライターが必要になってきま

す。一つ一つの場面 を良い もの，価値あるも

のにし，筋書 きを立て， クライマックスまで

盛 り上げてい く必要があ ります。ただすわっ

て休みながら，何かが起こるのをじっと待 っ

ている人があまりに大勢いるようです。

日記 をきちん とつけておけば，フィルムの

進み具合が記録できます し，毎 日の目標 を書

いたり， 自分が演 じる前にそれを描 いてみる

こ ともできます。朝の祈 りは一 日の脚本を準

備す るよい時です し，夜の祈 りでは 自分の映

画のある場面を分析することも可能です。毎

日を美 しく力強い話 で綴 りたいのです。

私はこの地上 に来 られたこと，そして主か

ら力を与えられ，信頼 されていることを心か

ら感謝 してお ります。主は私が自由意志で多

くの良いことを成し遂げ るように期待 してお

られ ます。その意味で も自分の一生を映画に

撮 ると考えるだけで大 きな力が湧いて くるよ

うです。そして仮にそのような映画を製作 し

て，上映す るとしたならば， それを楽しみに

待てるような 自分であ りたい と思います。

注 ：ダ ン ・リン ドス トー ム兄 弟 は， サ ン シェ

ー ド ・ア ン ド ・レ イ ン ・ トリオの 歌手 。 教 会

では 七 十 人 で あ り， 無 任 地宣 教 師 に 召 され て

い る。 この話 は あ る フ.アイ アサ イ ドで話 され

た もの を も とに 編集 した。1
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最高の奉仕

ク リス ・J・ ヘ ン ダ ー ソ ン

空 軍士官学校に入るのは私の子供の時力》ら
の夢だった。父は空軍の職業軍人で，夏

休みになると，私は父の ところを訪れ，飛行

技術 を習い，空軍での生活 を一通 り経験 した。

これほど楽 しか ったことはない。父母は私が

幼い時に離婚 した。そのため私は父と会 うこ

ともめったにな く， このようにして父に会え

ることが何 よりも大 きな祝福 であった。

高校2年 の時，私は士官学校に入学願書 を

書いて出 した。勉強は順調で成績 も良か った。

祭司定員会で も活発に働いていた し， その年

の春には生徒会の会長に も選ばれていた。だ

んだん自分にも入学の許可が来るのは間違い

ないと思えるようになってきた。 しかし， そ

のような願いが大 きくなるにつけ，気懸か り

なことがひ とつあった。それ は 「伝道に出る

べ きではないか」 という思いである。キンボ
ール大管長は教会の若人は皆伝道に出るべ き

だと勧告 している。 しか し， 自分の場合 は例

外だと思っていた。 もし伝道 に出れば，高卒

後す ぐ入学する者がほ とん どの中で， 自分が

士官学校に入れるチャンスも薄 らいで くるに

違いない。士官学校 で末 日聖徒 として立派な

生活 をすれば， これ も一種の伝道になるはず

ではないか。そうは思ってみて も，私の心の

中では何かがささや きかけていた。私は意識

してその声に 目をつむっていた。

学校が休みに入ると，夏 を父と過 ごすため

に私はバージニア州へ飛んだ。父は教会貝で

はない。父 と士官学校に入ることな どにつ い

て話 し合 ってみて，私はます ます希望に胸 を

ふ くらませ ることができた。父の励ましを受

けてルイス トンに帰った私は，以前にも増 し

て父が誇 りにできるような未来の空軍士官候
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補生になろうと固 く決意 した。こ うして夏の

間，伝道に出るという考えもほとんど忘れかけ

ていたはずなのに，家に帰った最初の 日曜 日

から，再びあのあ りがた くない思 いが頭 をも

たげてきた。今か ら考 えてみ ると，聖霊が私

に働 きかけていたのかもしれない。それ以後

私は聖霊の力 というものに強い証 を持つよう

になったのである。ひとりでいる時には決 ま

って，士官学校か伝道か ということで私 を悩

ました。それにつれて祝福師の祝福 もひんぱ

んに読むようになったが，それには，時が来

れば伝道す るであろうと書かれていた。それ

で もなお私の願いは士官学校に入 ることのよ

うな気がして，私はますます混乱 していった。

そこで，私は 自分の気持ちを整理 してどう

すべ きか を決め ようと思い，以前監督であっ

た トルマ ン兄弟に何回 も話をした。彼は私 の



気持ちを左右するようなことは何 も言わず，

ただどうすることになった としても私の決定

を支持す るだろうと言って下 さった。その信

頼が，私に とって大 きな励 ましとなった。私

は正 しい判断がで きるよう導 きを与 えて下さ

いと祈った。そしてそれがで きるという確信

を得たのである。

それか らしばらく経った1976年10月10日 ，

私は証会に出席していて突然 自分は伝道に出

るべ きだ，士官学校 はその後にすべきだ とい

う考えが湧いてきた。上着の ポケッ トには，

数 カ月前に祭司定員会の集会で配 られた宣教

師の手引きが入っていた。私はそれ を取 り出

して，だれにもわか らないようにスペ イン語

でこう書 き付けた。「19歳になったら伝道に出

よう。」それか らそこに 日付けを書 き込んで，

またポケッ トにしまった。そのまま半月ほ ど，

そのことを忘れていた。 しか し決心はついて

いた。 もう心 をわずらわす必要 もないのであ

る。

その頃，士官学校 の推薦者が発表になった。

私 もその中に入っていた。友人や教師に， こ

れまで何年 間も努力 してきたことを， それも

達成 を目前にして，辞退すると説明す るのは

かな り大変なことだった。私は トルマン監督

と1時 間半ほど話をした。監督はこう言った。

「クリス
， この決定は君にとって非常に良い

ものだ と心か ら思 うよ。僕は君が必ず正 しい

決定 をして くれると信 じていた。」彼 と話 をし

ているうちに，私はただの義務感でな く心か

ら伝道 したい という気持ちが強 くなっていっ

た。

次は父に話 さなければならない。私は どう

したらよいかわか らなかった。 とて も私の決

定を認めて くれるはずがないと思 っていた。

父にとっては空軍がすべてだし， 自分の気持

ちを知った ら二度 と口もきいて くれな くなる

か もしれないと思っていた。私は話 をす る勇

気 とそして父がなん とか受け入れて くれるこ

とを願って主に祈った。

その父の声 を電話の向 こうに聞いた時，私

は思わず，受話器 を落 としそうになった。そ

れで もなん とか父に話す ことができた。父は

30秒 以上 も黙 っていた。私はてっきり怒鳴ら

れるか，それとも気落ちして しまうだろうと

思 っていたので，沈黙はかえって気 をそがれ

た気が した。やがて父が口を開いた。「そうか，

クリス。伝道 とい うのはどういうことをする

のかい。」父は私が，何 をし，しか も期間はど

の位で， どこへ行 くのかなどを尋ねた。私の

説明を一通 り聞いた後で，父は 「おまえがほ

んとにしたいことなら， 父さんは賛成す るよ」

ときっぱ りと言った。まさに驚 くべきことで

ある。言葉 も出なかった。それか ら私は受話

器 を母に渡して，下の自分の部屋へ行 った。

あれ以来，父 と私はたびたび手紙 を交 わし，

父は伝道資金の援助 までして くれた。私は以

前にもまして父の愛 を知 り， 父へ の感謝は高

まって きた。

父に 自分の決意 を打ち明けた後 も何度か，

「士官学校への入学がす ぐ手の届 くところに

あ りなが ら， 自分か ら棄 てたのではないか。

もうこんな機会は二度 とないそ」 と考えるこ

ともあった。 しか しそんな思い もす ぐに断 ち

切 るようになった。そしてこう思 い始めた。

「士官学校に入れなかったって死ぬわけ じゃ

なし，伝道す るこ とは主のみこころなんだ。」

そ う考えるだけで胸がわ くわ くして くる。そ

して私にで きるこの最高の奉仕の行手をさえ

ぎるものは何 もないのである。

注 ：こ の話 は ヘ ンダ ー ソ ン長 老 が伝 道 に 出る

直 前 に書 い た もの で あ る 。ヘ ン ダー ソ ン長 老

は 現 在， 韓 国 ソ ウル 伝 道部 で伝 道 して い る。
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1g64年7月5日 の 日曜 日の ことだった.こ
れまでエジプ トの ピラ ミッ ドに登 り，エ

ルサ レムの嘆 きの壁 をその手で触れ， ヨルダ

ン川を足で渡 り，レバ ノンのバールベ クにあ

る古代の道に足を踏み入れ，そ してオ リブ山

にも立 ってみた。そしてきょうはギ リシャの

アテネを回って，明晩は家族 と再会できる と

思っていた。

遅い朝食をす ませて着換 える と，電話帳で

教会の支部 を捜 したが，見つか らず歩いてア

テネの市を見て回ることに した。前 日に市内

観光はすませていたので，その 日は観光客が

訪れないような場所に行 ってみ るこ とに した。

昼近 く，私 は古びた市アテネの大中央市場

アゴラにいた。アゴラ全体はあまりに広過 ぎ

て平地からは眺めることができないので，す

べてが一望できそうな南側 の険しい丘に登って

みることに した。そして頂上 に着 き，アテネ

の市の地図 を見てはじめて知 ったのだが， こ

の丘こそア レオパゴスの評議所，す なわちか

のパウロがアテネの人々に有名な説教 をした

所だったのである。

そこで景色 を見ていた数 人の人たちに混 じ

って突き出た石 に腰 をおろ して下 を見ると，

アゴラの倒れた円柱や廃嘘 となった神殿，隣

の丘にはアクロポ リス，10キ ロほど向 こうに

は緑のエー ゲ海， そしてその上 には雲ひ とつ

な く澄み きった青い空が広がっていた。

そんな私の思いを打 ち破 るように，イギ リ

ス人旅行者たちの歓声が私の耳に飛び込んで

きた。どうしたんですか と尋ねてみ ると，「ク

リケ ットの優勝決定戦でイギリスチームが6

点 入れたんですよ」 とい う。それか ら私に も

聞 こえるようにラジオの音量を上げ，たちま

ちにぎやかな話があた りに広がった。見渡 し

たところ30人 位の観光客のうち，イギリス人

とギ リシャ人が半々でほ とん どが若い夫婦で

あった。

そ うしているうちに， どうも電波の調子が

思わ しくな くな り， とうとうスイッチを切 っ

て しまった。す るとひとりの少女が私にこう

言った。「あなたアメリカ人でしょう。なのに

ク リケットのこと， どうしてそんなによ く知

っているんですか。」

評議所の宣教師
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私は，モルモン教会の宣教師 としてイギリ

スへ行っていたことがあ り， その時に クリケ

ッ トが好きになった と答えた。するとほかの

人が，「モルモン教会 と他の教会がどう違 うか

教 えて下さい」 と尋ねて きた。

突然，私はそれ までめったに感 じたことの

ない ような，何 とも言い ようのない気持ちに

なった。だれかが言った。「話 を続けて下さい。

おっしゃる言葉は出てきますよ。」こうして私

はみんなに言われるままに立 って話 し始めた。

そしてみんなの様子 をうかがいながら， こ

う言 った。「私は末 日に回復 されたイエス・キ

リス トの教会の会貝です。」それか ら，教会は

キリス トの名を持つべ きであることを指摘 し，

モルモンはニ ックネームに過 ぎないことを告

げた。それか ら何 を言お うか と言葉に窮した

私は，アテネの市 を見下 ろし， あちこちに立

っている教会の十字架 を見て， こう言 った。

「私たちの教会が他の教会 とどう違 うか と

いうご質問ですが，パウロはかつてこの場所

を訪れ，『知 られない神』について話 しました。

この市の どの教会 も 『知 られない神』 を祭る

祭壇 を置いていて，神の不可思議な ところが

そ もそ も神なんだ と考えているように思いま

す。皆さんは私たちが神 を知 ってしまえば，

それで神 もお しまいだと言っています。 しか

しそれでは，1900年 前 にこの場所で知 られな

い神 を拝んだ人たち と，何 ら変わ らないので

はないで しょうか。聖書には，永遠の命 とは，

『唯一の，まことの神 でいますあなたと， ま

た，あなたがつかわ されたイエス ・キリス ト

とを知 ることであ ります』(ヨ ハネ17：3)

と書 かれています。」

それから私は，「知 られない神」が再び姿 を

現 わし，教会 を回復 し， ご自身について証す

る新 しい使徒たちを召されたことを話 した。

そ して，かつてない熱意のこもった口調でジ

ョセブ ・ス ミスの話が真実であることの証 を

述べた。論理的にみて も真の教会 はひ とつ し

かないこ とを指摘 し，教会には権威が必要な

こと，そ してこの神権に基づ く権威がこの教

会に回復 されたことを説明した。財布 の中か

らデビッド ・0・ マ ッケイ大管長の写真 を取

り出し，彼が予言者であることを証 した。そ

の場 にいた人たちは皆，現代 もそういう霊的

な導きが確かに必要だと賛成 してくれた。

時間はあっという間に過 ぎた。いろいろ質

問が出て，私はかつてなかったほどの熱っぽ

さで教義 を説いた。すばらしい経験だった。

伝道中に街頭伝道 を、した時は，ほとんどの人

がそのまま通 り過 ぎて しまい，宗教に関心 を

持 っている人は少ないものだ と思っていた。

ところが どうだ。そこにいる30人 あまりの人

たちは皆すわって，耳 を傾け，一語一句もら

さずに聞いている。彼 らは心から福音を知 り

たい と，願 っているようであった。

3時 間ほど話 し合ったであろ うか。夕方の

冷気に促されて，私たちはそろそろ切 り上げ

た方が よい と思った。私は 自分が これまで語

って きたこ とに 自分の証 を述べ，みんな と握

手 をした。

目に涙 をためてようや くホテルへ戻 ると，

私は聖書の使徒行伝第17章 を開いた。

「そこで，彼 らはパウロをア レオパブスの

評議所に連れて行って，『君の語っている新 し

い教が どんな ものか，知 らせてもらえまいか。

君がなんだか珍 らしいことをわれわれに聞

かせているので，それがなんの事なのか知 り

たい と思 うのだ』 と言った。

いったい，アテネ人もそこに滞在 している

外国人もみな，何か耳新 しいことを話 したり

聞いた りす ることのみに，時 を過 ごしていた

のである。

そこでパウロは，アレオバゴスの評議所の

まん中に立って言うた。……」(使 徒17：19-

22)

こ う して私は古今の最 も優れた宣教師のひ

とりであったパウロの経験 をかいまみる特権

に浴 したのであった。

45



灘鷲
、ご ト＼ 晒

バ轡 陶
・一 ＼ 固 、 ・

.卿 ，，
r§ ぐ撫 、、、

園

㍗

㍉
㌔＼

罐 騎 蕪 ・

蕊

藤試幽

灘

「経験のない分野に飛び出してみて初めて
，

人 には進歩があるのだ。」

七十人第一定員会会員

ロイテ ン ・G・ テ リック

周 囲の山々は明る く・生 き生 きとした色を

呈 している。近 くの丘陵に散 在す る黄，

茶，灰色の岩，遙かかなたの青々 とした山々，

これ らはみな自然にしか描 くことのできない

光景である。画家に描かせで もしたら，大袈

裟な表現だ と非難されるところである。

私は断崖の淵に立 っていた。足下には白い

砂岩か広かっていた。それか足下で見ると，

何の変哲 もないくすんだ色で しかないのに，

同じ岩か遠 くになるに したか って美しい色を

呈しているのか何 とも不思議 である。「人生 も

こんなもの じゃないだろうか。」私はふ とそう

思った。

下を見下ろしてみると，遙かか なたにコロ

ラ ド川か細いグレーの リボンのように深い山

峡 を縫って流れていた。私は一瞬 目か くらく
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らっとして，バランスを失い倒れそうにな り，

思わす身を引いた。上 を見ると，200メ ー トル

先に峡谷の向い側の崖かあった。文明 とはお

よそかけ離れたこの世 界，そう考 えてみるだ

けで怖れか湧いてきた。そ して， 自分は問う

てみた。「私は何 というとてつもない契約をし

たのだろうか。」

私たちはコロラ ド川の峡谷に鉄橋 を架ける

という契約 を結んていた。技師たちの企画 と

計算 を頼 りに，全 く未知のことをやろうとい

っのである。今の私にできるこ とといえば，

疑 問点 をすべ て指摘す る こ とである。 とに

か く前向きに努力す るしかない。新 しい境地

を拓 こうとい う時に，組織の長に勇気 と判断

力か欠けていては，仕事 もうま くい くはすか

ない。これ まで長い間仕事 をしてきて，一向



に専門家の評価 を得 るこ ともなかった私たち

に とって， これがまさに最後の砦であった。

もう後には引けなかった。「経験のない分野に

飛び出してみて初めて， 人には進歩があるの

だ。」私は，自分にそう言い聞かせて怖れを振

り切 った。

そ うは言っても， この谷に一体 どのように

して橋 を架ければ よいだろうか。 まず，私た

ちは川に細 い綱 を渡 した。それを使って軽い

ロープ を渡 し，次に重いロープ，続 いて軽い

ケーブル，重いケーブル と次々に渡 していっ

た。こうして両岸の高い鉄塔か ら約8セ ンチ

のスチールケーブルを谷にわたす ことに成功

した。それか ら高架軌道方法 を使 って，組み

立てた鉄鋼部品を所定の位置に取 り付け る。

中には30ト ンもす る機械がある。

アーチ部は結合するまで両側 の鉄塔に よっ

て支えられ，それには600ト ンあまりの鋼材が

重 くの しかかる。 しか しアーチが無事 に結

合すると，その重みは谷の岩床に築 いた巨大

なコンクリ「 トの土台にもろにかか るように

な り，鉄塔は役 目を終えて撤去 されるのであ

る。

すべての段階に一寸の誤 りも許 されなか っ

た。どの鋼材 もぴったりと合っていなければ

な らない。仕事の手順はすべて入念に計画 さ

れていた。細かな予定が立て られ，技師の問

題，購入，鋼材の準備，組み立て，保管 と輸

送，荷下ろし，建設などの調整を行なって必

経験 の ない分野 に飛 び出 してみて初 めて

人 には進歩 があるの だ。

要 な時に必要な ものが入手できるように考慮

された。入生 もある意味でそうなのか も知れ

ない。成功 したければ，優れた模範に倣 って

計画 しなければな らない。橋 を架けるにせ よ，

人生 を切 り開 くにせ よ，大事業になればなる

だけ，基準 を高 く持 ってお く必要がある。

しか し，今の人はあの 日私が立 ちす くんだ

絶壁 を知 らない。以前は通行 できなか った所

が今は車 でわずか8秒 ほどで通って しまう。

私は仕事の上でいつも危険な崖に立たされた

時いつ も，人は主の助けさえあれば，やろう

と決心 したことは何 でもや り通せ るものだと

考えた。ある人に とっては大仕事 でも別の人

に とっては平凡な仕事だ とい うこともある。

また現在はありきた りのことだが，かつては

想像 もつか ないような大事業であった とい う

こともある。

私たちは皆，だれ しも人生で窮地に立たさ

れる時がある。未知の明 日が疑いと恐れを生

むのである。救い主は最後の晩餐で弟子たち

に別れを告 げる時，弟子たちの心に生 じた不

安 を感 じ取っていた。救い主が去 った後もみ

業 を続 けなけ れば ならない。 しか し，彼 ら

はまだそのよ うな経験をしたことがなかった。

主は言われた。「あなたがたは心を騒がせ るな，

またお じけ るな。」(ヨ ハネ14：27)

福 音 が回福 され々後も，救い主は再び末 日の

弟子 たちにみ業 を進め る責 任を説き，彼 らの

怖れを感 じ取って 「怖 るな小さき群 よ，わが
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経験 のない分野 に飛 び出 してみ て初 めて

人 には進歩 があるのだ。

来るまで王国は汝 らのものなり」(教 義 と聖約

35：27)と 言 われた。

主はニー ファイに，それ まで一度 も経験 し

たことのないこ とをせ よと命 じられた。船 を

造って海 を越え，新 しい約束の地へ行 くこと

である。ニーファイは どう始めた らよいか幾

らかの知識を持 っていた。 しか し何 よりも大

切なことはニーファイヵ虚 的な強 さと主に対

する絶対の信頼 を持 っていたことである。兄

たちか ら非難 され，船など造ることはできな

いと笑われ，心に疑いと恐れが生 じたことも

あったに違いない。それでもニーファイは強

い信仰を持ってこう言った。「もしも神が私に

す るように命 じたもうたならば私はあらゆる

ことをす ることができる。 もし，神が私にこ

の水よ土になれ と言え， と命 じたもうな らば，

水は土になるか ら，私が もしそ う言えばその

通 りになる。

さて もし，主が このように偉 い力をもちた

もうて，かほどに多くの奇蹟 を世の人々の中

で行いたもうているならば， どうして私に一

隻の船 を造ることをお教えになれないであろ

うか。」(1ニ ーファイ17：50-51)こ の 自信

に満ちた言葉通 り，ニーファイ と兄たちは主

の助けによってアメリカまで達す ることので

きる立派な船 を造 ったのである。

主は私たちに，できる限 りの準備 をせ よと

教えておられる。末 日の弟子 たちに，「汝 らに

備えあらば怖 るることなからん」(教 義 と聖約
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38：30)と も言われた。使徒パウロは示現に

よって主か ら召され，その後慣習通 りアラビ

アで3年 の歳月を送 り，教えを宣べ伝 えるた

めの備 えをした。主は次のように言って，私

たちに備えることの必要性 を説かれた。「わが

言を宣べん と求むるなかれ。然 らず して まず

わが言を得んことを求め よ。然 る後，汝の舌

ゆるまり，・…・・」(教 義 と聖約11：21)

自分 自身を備えたな らば，次に必要 なこと

は信仰の原則である。 自分で備えをしたので

あるか ら，それに対 して何 を命 じられてもで

きるとい う信仰である。強靱 な信仰の持 ち主，

使徒パウロはこう述べている。 「わたしを強 く

して下さるかたによって，何事で もすること

ができる。」(ピ リピ4：13).こ の言葉は，パ

ウロの力の源を示す ものである。

準備，信仰，大胆さ， こうして私たちは一

つ一つ，一 日一 日と高い ものを成 し遂げるこ

とがで きるようになるのである。そして経験

以上のこ とを行ない，今 まで行なったことの

ないようなこ とを成し遂 げるのである。私た

ちの行手，遙かかなたに広がる地平線を乗 り

越えられるのは，信仰 と勇気 と主への信頼 を

備えた人々である。そのような汗 と努力の結

果， もたらされ るものが個人に対す る満足感

であ り，人類 に対す る貢献 となって実を結ぶ

のである。



指導の基本

個人への関心

ウイ リァム ・G・ ダイヤー

職 場 教会・家庭を問わず・どこの儲 に
あって も指導者に問われる一番大 きな課

題は， 自分の部下や同僚 に， 自分がいかに個

人的な関心 を抱 いているか を伝 えることであ

る。

た とえ教会であっても，仕事 を行なって目

標 を達成 しなければ，組織の存続はおぼつか

ない。指導者は， どうして も実務中心の活動

をおろそかにできな くなって くる。そこで活

動 を計画し， プログラムを作成 し，資料を整

え，割 り当てを与えてフォロー ・アップで き

るように配慮す る必要がある。その際，第一

個人的な話し合いをする

機会を十分に持つ

垂が

.㌦鑛 ・・
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の関心が仕事を行ない責任 を果たす 人々にあ

ることを教 え， その雰囲気の下で行 なう必要

がある。上役は部下 よりも仕事の方が大切 で

あると思っていると，部下が感 じ始めたら，

彼らの勤労意欲は減退す る。

このバランスが大切 である。すなわち，よ

く計画し，組織立て， しか も参加す る人がよ

く理解 され，必要 とされ，積極的に参画 して

いると感 じられ る状況の中で立派な仕事 を行

なっことが必要である。

教会では，このバ ランスが どのようにとら

れているか考えてみ よう。

1.責 任に召す

召す人は，その責任の重要性や資格，割

り当てなどにつ いて鯵調 し過 ぎるあま り，

召された人の必要，関心，恐れ，疑問などに

応えることをお こたってはいないだろ うか。

2.面 接

ホームティーチャーや組織で働 く人々 と

面接 をする時，彼 らの内面的な関心につい

て触れることな く，担当家族や組織につい

て尋ねるだけで終わっていないだろうか。

また，神殿推薦状の面接な どで面接時間の

割当表 を使 って，短時間の面接で終 らせて

いることはないだろうか。会貝たちの中に

は，これが監督か ら個 人面接 を受け る唯一

の機会 となっている人 もいる。教会員一人

一人が監督か ら真心を持って関心 を寄せ ら

れていることを知 るだけ十分な時間をとっ

ているだろっか。

3.ク ラスの活動

福音 を教 える教師の中に，レッスンの方

が生徒 よりも大切であると感 じさせ る教師

はいないだろうか。レッスンが一般的にな

り，生徒の関心 とは全 くかけ離れた話に終

始 していることが よくある。熟練 した賢明

な教師は，生徒 たちが福音に対する疑問や

現実の問題 を自由に話せ るような雰囲気 を

創 り出すことがで きる。

4.害1」り当て

定員会やワー ド部の指導者は， 当人の必

要を考慮 して割 り当て を与えているだろう

か。私はまだ，定貝会会員の前に座って，

次のように述べている指導者 をあまり見て

いない。「私たちは今 こういう責任 を割 り当

て られています。皆 さんのご都合はいかが

ですか。 この割 り当てを皆さんの負担 とな

らないように達成す るには， どのような計

画を立てればよい と思いますか。割 り当て

を果たす上でよい提案があれば， 出して下

さい。

関心を示す方法

教会の指導的立場にある人が個人への関心

どこの組 織 にあ っても指導者 に問われ る一

番 大 きな課 題 は， 自分 の部下や 同僚 に， 自分

が いか に個 人 的 な関心 を抱 いてい るか を伝 え

るこ とであ る。
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を示 し，皆が受け入れ られていると感 じてい

る雰囲気 を創 り出すには どうすればよいだろ

うか。

1.十 分時間をとる

教会活動の相互調整 をあまりに急ぎす ぎ

るために時間的余裕がな く，感情だけぞ，

「みんな忙 しいのだか ら
， とにか く急いで

片付けて しまおう」 と言ってす まして しま

うこ とが多い。責任 を与 える場合の面接や

口頭評価 はよく計画 し，十分 に時聞をとっ

て行 ない， まこころか ら感謝 の気持 ちを表

わ し，相手の個人的な関心 をとらえ，責任

だけでな く個 人的な問題につ いて も話 し合

うべ きである。

2.個 人的な事柄 について尋ねる

いろいろな理由か ら， 人は一般 に個 人的

な問題につ いて話 し合 うことを敬遠す る。

仕事について話している方が無難のように思

われるからである。 しか し， そんな時でも

次のように言えば，個人的な問題に容易に

入ることができるのではないだろうか。「ホ

ームテ ィーチングの割 り当てについて
， ど

のように感 じているか話 していただけませ

んか。何か不安や わだか まりがあれば，ぜ

ひ話 して下 さい。また改善点 など気づ いた

ところがあれば，喜んでお聞 きしたい と思

います。」「いかがですか。私がお助けでき

る問題や疑問，苦情があれば，遠慮な くお

っしゃって下 さい。」指導者が気づ いている

点で心配 していることがあれば， そこか ら，

話 し始めて もよい。

3.理 解 し合 う心 を持 って聴 く

相手が心にかか っている事柄について話

し始めたら，指導者は とにか く耳を澄ませ

て聴 き，理解 しようと努めることである。

指導者は自分の考 えを述べ て相手の話を中

断 してはな らない。「まさか，そんなことは

ないでしょう。」「あなたは，私たちが行 なお

うとしていることをまだ十分理解 していな

いようです。」 「私があなたの立場にいたら

どうするか，お話 しましょう。」

こっ言 って，指導者は心を込めて，相手

の立場 を理解 しようと耳 を傾ける。つまり，

相手の立場にたって問題や状況 を分析 し，

処 したか を理解す るように努めるのである。

そして，相手の必要 を実際に満たす助けを

与 える。

4.喜 んで物事 を行 なう

本当の問題を打ち明けられた時，指導者に

共通 して言えることは，知 らず知 らずのう

ちに 「どうお助 けしたらよろしいで しょう

か」 と聞 き返 していることがある。この質

問は，相手 をしばしばジレンマに陥れる。

相手は助けを求めているのではないか もし

れない。 また， どうした らよいかわか らな

いのか もしれない。相手は とまどい，いた

たまれなくなって，「いいえ，助けて下さい

といっているのではあ りません」 とか 「何

をしてもらったらよいのか，私にもわから

ないのです」 と答 えるしかなくなって くる。

何ができるか と尋ねるのでなく，指導者は

とにか く何かをすることである。相手の話

を理解 し，関心 を示 し， 同情す る気持ちを

表わす ことである。 また，愛や感謝の言葉

を述べ ることもで きる。次のように言って

行動 を促すのもひとつの方法である。「ホー

ムティーチングで とて も苦労 なさっている

ようですね。来月は私が一緒に訪問 して，

様子 を見てみたいのですが， よろしいで し

ょうか。」「次の時，私 にレッスンを教 えさ

て下 さい。そして，あなたは後に座って，

クラスを見てて下 さい。」「それは難 しい問

題 ですね。監督にお話 して意見を聞いてみ

ましょう。」

私たちが心から関心 を持 っているならば，

それ を示す方法は幾らで もある。
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ウィ：：一先 生

R・ ブ ル ー ス ・'リ ン ジ イ

私 はすべての末睦 徒の若者が自分の生セ厘
でウィニー ・ガンダー ソンの ような人に

会えないのが残念でたまらない。そこへゆ く

と，この30年 間ユ タ州のテイラースビルで育

てられ，大勢の子供 たち と一緒 に毎週欠かす

ことな く初等協会に来て， この古ぼけたテキ

ス トを抱え，厳 しい眼差 しの，心の広 いウィ

ニー先生のもとで指導 を受け られたことは何

という幸福であろうか。

ウィニー先生は子供たちが とて も好 きで，

特に男の子 をかわいがった。みんな もそのこ

とはよく承知 していて.時 々私 たちはそのこ

とをよいことに， レッスンにない活動 まで も

させてしまったのではないか と思 うようなこ

とがあった。

決 してレッスンがお もしろくなかった訳で

はない。それ どころか， ウィニー先生のレッ

スンは何か特別 なものがあった。

特に荒野 をわたる開拓者の実話 を語 る時な

ど，毎年20人 余 りの11歳 の少年の心を上手に

捕えられる先生はウィニー先生 をおいてほか

にいなかったのである。

確かにウィニー先生は教会歴史が好 きだっ

た。彼女ほど開拓時代の聖徒 たちの精神 を生

き生 きと，上手に伝 えられ る教師 もいなか っ

た。そして子供たちがウィニー と一体化 され

ているので，どこまでが歴史上の事実で， ど

こか らがウィニーの話なのか，区別 できない

程である。

例えば，私が ウィンター ・クウォー ターズ

のことを考える時，必ずそこにウィニーの姿

がある。そしてウィニーの顔 を見るたびに，

開拓者の時代 に厳寒の冬を耐 え抜 くために培

かって きた人々の力強さの一端 を知 る思 いが

したのである。

私は よくウィニーがソル トレー ク盆地の穀
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物 を食い荒 らす いなごを追 っ払 った り，牛に

む ちをあてて平原 を横切 っているところ，カ

ー トラン ド神殿で使 うモル タルの中に入れる

ために， 自分が大切に している陶器 をす りつ

ぶ しているところなどを思い浮かべ る。彼女

こそまさに開拓者の姿その ものだった。

あるいは私たちの中にもそうした開拓者 を育

て ようとしていたのか もしれない。クラスの

呼び物は，真夏の暑 い日に，古い砂利道 を横

切 って歩 く歩行訓練である。私たちは赤い幌

馬車 を仕立て，それに長 い ドレス とボンネ ッ

トを着けた少女たちを乗せた。そ して馬はた

いていどこか ら借 りて きたシェ トラン ド産 の

馬であった。

そして夕方になると， ウィニーの家の裏庭

に設けた「約束の地記念碑」のところに集合 し

て，塩漬けに した豚肉や乾パンを食べ，開拓

者の歌 を歌った。

時にはウィニーの家に上が り込んで冗談 を

言った り， またクラス委員会 を開 くこともあ

った・蝕 う↓ 、一
.羅 ではないと思っていこ。
そして何年経っても，私たちへの関心 失ヒ　 　ピ

_一Q若 者たちは伝道に出る
前の最後の話の中で，決 まってウィニーに心

か らの感謝の言葉 を述べた。そして彼女はい

つ も絶やすこ とな く伝道中の若者に励 ましの

手紙 を書いて くる。

私は14歳 の時，幼い子供たちに予言者ジ ョ

セブが森で祈 ったのが何歳か を教 えるために，

クラスへ招待 されたことがあった。そ して彼

女が当時の状況 を刻明に描き始めると，あた

か も同 じ光が私たちのクラスにお りてきたか

のように感 じたのだった。実際， ある意味で

光がお りて きたのか もしれない。

こうしてウ ニーの光は子供たちに小 ナλ

絶 えることない証の火を燃''"教 師_

侭 ど次代 を担 う若 人に大 きな影響 をもた らす

者はない。そしてウィニー先生のようにすべ

ての教師がそのことを理解 して下 さるように

願 っている



指導者に従う

ボ イ ド ・K・ パ ッカ ー

き ようの私の話の内容 を一言で表わす とす

れば 「指導者に従 う」 とい うことである。

私の話にはまわ りくどい表現や説明が出て く

るが，根本は 「指導者に従 う」 ということで

あ り，この言葉こそ，私があなた方に与える

ことのできる最 も大切 な勧告である。

マ タイ伝第26章 の最後の晩さんの場面か ら

一つの教訓 を導 き出すことができる。21節 を

引用 してみよう。

「そして
，一同が食事をしている とき言わ

れた，『特にあなたがたに言っておくが，あな

たがたの うちのひとりが，わた しを裏切 ろ う

としている。』」

ここで考えていただきたいのは，これ らの

人々が使徒 であったこ とである。彼 らは使徒

として召されるにふ さわしく成熟していた。

私がいつ も興味 をそそられるのは，使徒 たち

がその とき互 いにひじで突 き合ったり，「裏切

り者はあのユダにきまっている。そっいえば，

この頃何 だかおか しか ったな どと言った り

しなか ったことである。これは使徒 たちの人

柄の何 たるかを表わす ものである。事実次の

ように記録 されている。

「弟子たちは非常に心配 して，つ ぎつ ぎに

『主よ
， まさか，わたしではないでしょう』

と言い出 した。」(マ タイ26：22)

私 た ちには勧告 を簡単に聞 き流 してしまう

傾向があるように思われるが，きょうは， し

ばらくの間この使徒たちのような態度で，次

のように 自問 してみていただきたい。「私には

改善 しなければな らない点はないだろうか。

私はこの勧告 を心に留め，実行すべ きだろう

か。弱さのゆえに指導者に従 うことができな

い人，またわ ざと従お うとしない人がいると

すれば，主 よそれは私で しょっか。」

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会には，他の

教会にみられるような職業牧師はいない。 し

か しそれ以上に大切 なことは， いわゆる 「平

信徒」がいないことである。男性は神権 を受

け，教会の任務 を遂行す ることができる。 ま

た男性 も女性 も共に 多くの補助組織で奉仕す

ることができる。この責任 は自分だけでな く，

どのような人にも与えられ，またこの責任には

権能が伴 う。この権能 を否定 した り，無視 し

た りする者は多い。、しか℃ なが らその権能は，

人間がそれ を支持す る度合 いによって測 られ
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るのではな く神がその権能 を認め，尊重 され

るか どっかによるのである。

信仰箇条の第5条 には次の ように記されて

いる。

「われらは
，福音を宣べ，且つ その儀式を

執 り行 うためには，啓示 と，権威ある者の按

手によ り，神 によりて其任に召 されねばなら

ぬことを信ず。」

この第5条 には，福音が真実であるという

重要な証拠が含 まれている。私は，「神によ り

て其任に召されねばならぬことを信ず」 とい

う文の中の 「ねばな らぬ(must)」 という言葉

に興味 を覚える。 ご存知のように，私たちは

普通，その言葉を教会 で使 うことはない。こ

れまで指導者か ら 「あなたは今よ り後， これ

これしか じかのことを行なわなければならな

い」 と言われたステー キ部長がいるだろうか。

む しろ，こ うした場合は 「よ くよ く考 えたの

ですが……しては どうで しょうか」 とい うの

が普通である。

残念なことに，読む ときは書 いてある通 り

に読むが，それが行動に移 るとなる と次のよ

うに変わって しまう人が多い。

「われらは
，教会の高職に任命さるるに当

た り，状況に応 じて霊感 を受 くると信ず。 し

かしながら，通常，教会の役職への任命に際

しては，人間の考 えにより決定が下 されると

信ず。」

こっした立場をとる人は，監督やステーキ

部長，教会幹部など教会の指導者の人間的な

面に弱さを見つけようとしている人たちであ

る。彼 らは時折，指導者の中に不適切 な言動

を見出しては，それを指導者が人間的な考え

で事 を行なっている証拠だと主張するのであ

る。
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また，ある指導者は喜んで支持す るが，他

の指導者に対 しては疑いを抱いた り批判 をし

たりす る人がいる。

また中には，教会の高い役職に召 されれば

す ぐに忠実になり，その職 に必要 な働 きを十

分になす ことができると思っている人がいる。

また一段 と力が増 して，今 までできなかった

ことで もできるようになると思 う人がいる。

しかし， あなた方は小事に忠実でなければ

大事に忠実であることはできないことを覚え

ておかなければならない。あなたが王国であ

る教会 で行 なわなければならない， いわゆる

「ささいな
，つまらない」仕事 を引き受けな

ければ，大 きなチ ャレンジに満 ちた奉仕 をす

る機会はないだろう。

大管長や教会幹部は支持するが， 自分のワ

ー ド部の監督は支持 できない と言 う人は
，思

い違 いをしている。自分の所属 しているワー

ド部の監督や ステー キ部長を支持 しない人は，

結局は大管長 を支持 していないこ とになるの

である。

私の経験か らも言えるこ とだが，助言 を求

めるのに監督の もとに行かない と言って私た

ちの もとに来 る人は，進んで監督の助言を受

け入れようという気持ちのない人である。とい

っことは，教会幹部の助言を進んで受け入れ

ようとする気持 ちがないか，またはそうできな

いかのいずれかである。事実，主からの霊感

は監督に与 えられ る。従って正 しい助言を与

えることので きるのは監督である。

兄弟姉妹の皆 さん，教会員が助言 を求めて

私たちの ところに来 るのは何 と無駄なことで

あろ うか。中には， 自分が とるべ き行動につ

いて何か を感 じ取る人 もいるか もしれない。

それ を霊感 と呼ぶのは勝手である。彼らは監



督の ところへ行 くようにとい う助言に一応は

耳を傾 ける。 しかし，す ぐにその助言 を無視

して，確かに迷 うとわか っていながら， 自己

の望む方 に走って しまうのである。

また中には，私たちの特権 をうらやんで，

神権の権能に従 うことは人の意志 をは く奪す

るこ とだ と思っている人がいる。兄弟姉妹の

皆さん， 自由が従順 を通して得 られるもので

あることを知 ってさえいれば，問題は起こら

ないのである。

神権の権能にいつ も快 く従 うことは決 して

容易なこ とではない。 ここでこのブ リガム ・

ヤング大学の創設者， カール ・G・ メーザー

博士の経験 をお話 したい。 メーザー博士は ド

レスデ ンのある学校の校長 をしていた。非常

に優れた，身分の高い人であった。1856年 ，

メーザー兄弟は妻 と幼い息子 を連れ， ショー

ンフェル ト兄弟 その他幾人かの改宗者 と共に，

ドイツを後にシオンに向か った。

一行が英国に到着 した とき
， メーザー兄弟

は突然，英国で伝道す るように とい う召 しを

受けた。メーザー兄弟はシ ョーンフェル ト兄

弟たちが 自分たちと別れてその ままア メリカ

に向か ったことで非常に落胆 した。英国に留

まって，教会の召 しを果た している間，彼は

以前の地位か ら見れば行な う必要のないよう

な，つ まらない仕事 をたびたび しなければな

らなか った。

ドイツの上流階級の慣習によれば， メーザ

ー兄弟の ような地位にある人が，荷物を抱え

なが ら町 を歩 くなどということは考えられな

いことだった。 ところが長老たちが汽車 に乗

るときにカバ ンを運ぶように命 じたのである。

メーザー兄弟は，誇 りが大き く傷つけ られる

のを感 じた。スー ツケースを運ぶことなど全

く耐えられないこ とだった。彼の妻もまた心

を傷め，夫が そうしなければならないことに

怒 りさえ感 じた。

しか し彼の最後の言葉はこうだった。「そう

だな。彼らは神権者だ。彼らが私に行けと言

うのな ら，私は喜んで行 こう。」彼は自分の誇

りをかな ぐり捨てて， カバンを運んだのであ

った。

私はここで， このことは決 して自分の自由

意志 を取 り上 げられたことにはならない と付

け加 えてお きたい。メーザー兄弟が示 した従

順は，彼の感情の表現 として非常に勇気ある

ことであった。

教会のワー ド部や ステーキ部であなた方 を

管理する人々は一見普通の人の ように見える

が， どこか違 っている面がある。それは，神

権の権能 を身に受けているからであ り，霊感

がその召 しに伴 うからである。

私はあなた方が，ステーキ部 を組織する責

任 を与え られた教会幹部 と行動 を共にで きた

ら素晴 らしい と思っている。私には何度 もそ

の経験がある。そして，いずれ も期待に違わ

ぬ ものであった。少 し前のある日曜 日の夜，

あるステーキ部の組織 を終えて車で帰る途中

であった。マ リオン ・G・ ロムニー長老 と私

は沈黙したままだった。疲れていて，話 をす

る気持 ちに もなれなかったのだと思 う。突然ロ

ムニー長老が こう言った。「ボイ ド，この福音

は真実だ よ。」(十 二使徒の口か らこのような

言葉 を聞 くのは興味深いことである。)そ して

彼はこうつけ加えた。「これまで48時 間以内に

起きた出来事は，福音が真実でなか ったら経

験 できなかっただろうね。」

私はその2日 間の出来事 を一つ一つ回想 し

ていた。私たちは面接 をし，ひ とつの決定を
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した。ステー キ部の神権指導者 と面接 をした

私たちは，一人一人にだれを新 しいステーキ

部長にしたらよいか提案 して もらった。 とこ

ろが全員が同 じ人を提案 したのであ る。彼 ら

が言 うには，経験も豊富で家族 も皆信仰深 く，

すべての面においてよく気がつ き，思慮分別

のあるステーキ部長 としては理想の人だとの

ことだった。面接があ と2，3人 で終 りとい

うときに，私たちはこの兄弟 と会 った。皆の

評価通 りの人であった。面接 を終えて部屋 を

出ると，ロムニー兄弟は私に尋ねた。「さて，

どう思いますか。」

私は， 自分の感 じではまだ新 しいステー キ

部長 となるべ き人は出てきていないのではな

いか， と答えた。

ロムニー兄弟は私の意見に確信 を得て， こ

う言った。「たぶんもう少 し面接 を続けなけれ

ばならないでしょう。もしか したら現在の神

権指導者の中にはいないか もしれません。で

も，その前に残 りの神権指導者 と会ってみま

しょつ。」

また面接が始 まった。その 日面接 したほか

の神権指導者の場合 と同じように，同 じ質問，

同 じ答えであった。面接 を終 えて， ロムニー

兄弟がこう尋ねた。「さて，今の人はどうです

か。」

私は言った。「私の感 じでは，もう面接 をや

めてもいい と思 うのですが。」ロムニー兄弟 も

同 じ思いであった。なぜ なら， この人こそ主

がステーキ部 を管理する人としてす でにその

み手を按かれた人だ と感 じたか らである。

では， どっしてそれがわかったのだろ っか。

それはふた りが，同時に，何の疑いもな くそ

の人だとい うことがわかったか らである。事

実，私たちに課せ られた責任はステーキ部長
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を 「選ぶ」のではな く，主が召された人 を「見

つける」ことにあったのである。主 ははっき

りと，誤解のないように語 られ る。「人は予言

により召され るのである。」

私たちがどれだけ大 きな献身を表わすこと

がで きるかは，召しにどのように答えるかに

よって決 まる。

初期の教会員はその信仰 を何度 も何度 も試

された。1856年 の 「大会報告」には次のよう

に記 されている。これは，当時の第一副管長

ヒーバー ・C・ キンボール長老の言葉である。

「私はこれか ら皆 さんの前で伝道に行 くよ

う選ばれた人の名前 を発表 したいと思 う。あ

る人は ヨーロッパに，あるいはオース トラ リ

アに， さらには東イン ド諸島に行 くようにな

るだろう。 またある人はラスベガスや北部地

方， フォー ト・サプライに赴き， その地域 に

定住している人々を強めることになる。」

このような発表は， しば しば聴衆の教会貝

にとって全 く思 いがけないことであった。 し

か しそのような召 しに応えるに当って，彼 ら

が心に抱いたのは，その信仰のゆえに 「いつ，

いつ行けばよいので しょっか」 とい っ問いで

あったにす ぎないと，私は思 う。今 日で も同

じような召しがあるか どうか知 らないが，そ

のような召しがなされたとすれば， 多 くの人

か ら 「いつ」ではな く，「どうして?ど うし

て私が行かなければならないのですか」 とい

う答えが返って くるであろ う。

私がたまたまヘ ンリー ・D・ モイル副管長

の事務所にいた とき，電話のベ ルが鳴った。

それは，モイル副管長がその 日朝早 く申し込

んでおいた ものであった。一通 りの挨拶が終

わると，モイル副管長 はこう言った。「いつか

近 いうちに，仕事 でソル トレー ク ・シティー



に来 られ るようなことはあ りませんか。お話

したい大切 なことがあ りますので，奥さん と

御一緒に来ていただ きたいのですが。」

遠 く離れていたにもかかわらず，彼が突然

の仕事でソル トレー ク ・シティーにやって来

たのは， その翌 日の朝であった。私はその と

きもまた，モイル副管長の事務所に居合せた。

モイル副管長はその入に，ある伝道部 を管理

するよう召されたこ とを告げて，こ う言った。

「別 に急いでお決めになる必要はあ りません
。

ただこの召しに対 するおふたりの気持ちが決ま

り次第で きるだけ早 く，そうですね，一両 日

中にでも御返事下 さい。」

互いに見つめ合 ったふた りの間には沈黙の

会話が交わされた。そして，ふた りだけに し

かわからないような，かすかな うなずきがあ

った。彼はモイル副管長の方に向き直ると，

次のように答 えた。「副管長，何 と申し上げて

よいのかわか りませんが，今 この場で答えら

れなければ，2，3日 待 っていただいても同

じことです。私たちは召されたのです。ほか

に何 と答えられるでしょう。もちろん， その

召 しを受けたいと思 います。」

モイル副管長はやや落ち着いた口調でこう

言った。「そうですか。おふた りがその ように

思ってお られるので したら。実は， この件に

ついて急 ぐことがあるのです。それでは，3

月13日 に，西海岸か ら船 で発つ とい うことで

準備 していただけないで しょうか。」

彼は息 をのんだ。なぜなら， 出発の 日まで

わずか11日 しかなかったからである。彼はち

らっと妻の方 を見た。再び沈黙の会話が交わ

された。そ してこう答えた。「わか りました，

副管長。その 日に間に合 うように致 します。」

副管長は尋ねた。「仕事は どうなさいますか。

あなたが経営 してお られ る穀物倉庫は?そ れ

に家畜，その他家屋などはどうなさいますか。」

「わか りませんが
，何 とか都合 してみます。

きっ と万事 うま くい くと思います」その人は

答えた。

私 たちはこのような偉大な奇跡を，毎 日毎

日，何度 も何度 も信仰深い人々の中に見てい

る。 しか しながら中には，召 しに応え，召さ

れた人を支持す るという信仰を持っていない

人もいる。

あなた方にできることが幾つかある。 どう

か 自分 自身の心 を探っていただきたい。あな

たは教会の指導者 をどう思 っているだろうか。

監督 を支持 しているだろうか。ステーキ部長

はどうだろ うか。教会幹部 を支持 しているだ

ろうか。 どっちつかずの人々や批判的な人々

の仲間ではないだろうか。それ とも悪 口を言

った り，召 しを断った りする人々ではないだ

ろ うか。「主 よ，それは私で しょうか」と尋ね

てみていただきたい。

責任ある神権の召しに働いている人を批判

することは止めていただきたい。自分が忠実

であることを示 しなさい。人を支持 し，祝福

「私には改善 しなければならない点はないだろうか。私はこの勧

告 に心を留め，実行すべきだろうか。弱さのゆえに指導者に従うこ

とができない人， またわざと従おうとしない人がいるζすれば，主

よそれは私で しょうか」と自問してみていただきたい。
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するという気質を養っていただきたい。 また

祈 っていただきたいdあ なたの指導者のため

に絶えず祈っていただきたい。

教会で奉仕する機会 を断ってはならない。

あなた方が権能 をもつ 人からある責任 に召さ

れた場合，答えは一つ しかない。もちろん，

あなた方は自分の置かれている状況について

はっきりと説明するこ とができる。 しか し，

監督 またはステーキ部長からの召 しとして与

えられる責任はすべて主から与えられる召 し

である。信仰箇条にはそのように定義されて

お り，私はそれが真実であることを証す る。

また一度役職に召されたなら， 自分でお し

はか って，解任の 日を決めてはならない。解

任は新 たな召 しを意味す るものである。人は

自らを教会の役職 に召す ことはできないのに，

なぜ 自らを解任する権利 を持 っていると考え

るのだろうか。解任は召しの場合 と同 じ権能

によってなされるべ きである。

己が任命せ られたる務め を全 く勤勉に勤む

べ し。(教 義 と聖約107：99)怠 惰 な僕 となら

ないように。 また，時間に正確な，信頼 に足

る忠実な人 となっていただ きたい。

あなた方は与 えられた召 しに関 して知 る権

利を持っている。 自分に課せ られた責任につ

いて，いつも謙遜に，敬慶深 く祈っていただ

きたい。ふさわ しくあるように標準を守 り，

召しに伴 う責任 について主 と交 わることがで

きるように していただきたい。

話を終 えるに当って，私は もう一度皆さん

に申しあげたい。「指導者に従いなさい」 と。

あなた方は主の僕が与 える勧告 を心か ら聴 く

ことも聞き流すこともできる。あなた方が何

を得るかは，指導者が メッセー ジをどれだけ

準備 したかではな く，あなた方が メッセー ジ
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に対 して どれだけ準備するかによるのである。

教義 と聖約1：38-39に は 次のように記 さ

れている。

「主
，われ言いたることは，われ言いたる

な り。われ言い逃れせず。天地は過 ぎ行 くと

も，わが言は過 ぎ行 くことなくして成就すべ

し。わが声にて言わるるも，僕 らの声にて言

わるるもみな一つな り。

見よ，みよ，主は神に して 『みたま』は証

す。 また， この証は真実にして真理は永遠に

変 るこ となし。」

再びカール ・G・ メーザーのことに戻 るが，

あるとき彼は若い宣教師の一団を率 いてアル

プスを越 えようとしていた。その とき，杭が

点々と山の上 まで，雪の表面から少 し顔をの

ぞかせ て立っている光景が，急な山道 を登 る

彼の目に入った。それは険 しい山道を進む人

に安全な道を示す ための ものだった。

これに心を打たれた彼は宣教師たちにこう

語 った。「兄弟たち，ここに神権が立っている。

ここにあるのはただの杭だ。だが，今 この場

にこうして立 っているか ら価値がある。なぜ

ならこの杭の示す道か ら離れた ら，私 たちは

遭難 してしまうのだか ら。」

兄弟姉妹そ して学生諸君，私は証 したい。

この教会にあって幹部はしか るべ くしてその

地位にいる。すなわち予言によって神 に召さ

れているのである。若いときに この教訓 をよ

く学ぶこ とができるように。そうすれば， ど

んなチャレンジにあっても忠実な生活ができ

よう。願わくは教会幹部の言葉によ く従 うこ

とができるようイエス ・キ リス トのみ名によ

り祈 るものである。アー メン。(ボ イ ド・K・

パッカー 『指導者に従 う』「年度講話」1965年

3月23日)



キ ンボ ール 大 管長 の ビジ ョン

「全世界に出て行って
，全ての造られたものに福音をのべつたえよ」

マルコ16：15

「先年
，農業科学者たちが1エ ー カー 当り，通常米の約8倍 の収穫 をあげ

ることのできる新種米の改良に成功 した と伝 えられたことがあった。さらに

驚 くべ きことに，この新種米は3毛 作が可能 であ り，結果的に通常米の24倍

の収穫 をあげられると言われている。この食糧不足の時代にあって，何 とい

う画期的な出来事 だろうか。これほどの偉業 を成し得 た人々に もた らされた

満足感はいかばか りか と想像 もつかないほ どである。

それでは私たちは，宣教師をよく訓練 し，現在の8倍 ，あるいは24倍 の改

宗者 をあげ ることはできない ものだろうか。」

「私は
，すべての宣教師が伝道期間中に，1000名 以上の人々 を教会に導 く

よう期待 している。」

キンボール大管長の上の言葉から，私たちは今，大勢の改宗者 を教会にも

た らすべ く， その方法，方策を見いださなければならない時に きていること

は明白である。

日本伝 道 への メ ッセー ジ

○エズラ ・タフ ト・ベンソン長老(1970， 総 大会にて)

主 の時をもってすれば，扉は今や開かれ，アジアにおいて主の業が

行なわれる時である。私は訪問するたびに， この地が発展 し，成長

を遂げるだろうという霊感 をうける。

○ハ ロル ト'B'り 一 長老(1954・ 総 大会にて)'ノ

神 のみ手の しるしが，今や極東の地にある。全能 の神の業は非常 な

勢いで進展 しつつある。
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新 年 の メ ッセ ー ジ

1980年 を躍 進 の年 に しよ う

日本 ・韓国地域代表役員

菊地良彦長老

新 しい80年 代の夜明け を迎 えるにあた り，

末 日聖徒一人一人に寄せ るスペ ンサー ・W・

キンボール大管長の期待 をお伝 えできるこ と

をうれしく思います。

ヌ、ペ ンサー ・W・ キンボール大管長(聖 め

られた方)の 教えを 日々の生活の中に実行す

ることこそ，私たち聖徒が高められる，最 も

ふさわしい道なのです。彼の言葉は，私たち

の眼 を明る くして下 さるキ リス トの光か らく

る言葉であ り，私たちの理解 を増 し加 える力

となる言葉 です。この末 日の聖徒たちが，生

命に力を得て，聖められ，幸福 で美 しい生活
い の ち

をし，永遠の生命に至 る 「生命の道」 を歩む

には，現代霊感されて語る予言者の声に耳を

傾けることが必要です。予言者のみ言葉は，

私たちの魂 を生かす力となるか らです。 キン

ボール大管長が予言者 として召された6年 間

に，特に強調 されておられる点 を次ペー ジに

箇条書きに してみたいと思います。

兄弟姉妹，このほかに150位 あ ります。全

部を一度に守 るこ とは，不可能で しょうが一

歩一歩，歩みを続け ることはできるはずです。

日本の聖徒が，「個人として，また全体 として

前進するためには， これ まで時には忘れるこ

とがあった基本原則に，今こそ心を集中 しな

ければならない」(ス ペ ンサー ・W・ キンボー

ル 『より高い地点に向か って前進 しよう』「聖

徒の道」1979年10月 号，p.116)

ま た大管長 は，こういわれています。「私 は，

主の教会は，今や霊性の飛躍の間際にあると

思 う。私たち一人一 人の霊的な成長 こそが，

王国が 目に見えて大 きく成長す る鍵である。

……兄 弟姉妹，私 たちが霊 的 成長の一歩を

踏み出すことをため らって家族や隣 人に奉仕

す る新たな機会 を逃すこ とないように しよう

ではないか。主は私たちに力以上 のもの を求

め られず，まだ用意のないことを強いられない。

しか し， また，私たちは歩む用意がある時に，

いつまでも待ってはならない。」(同 上，p.117)

また 「私たちは何 もか もが許 される世 界に

住んでいるが，許す世 界，すなわち，退化す

る社会に埋没 しないようにはっきりとした意

識 を持つ必要がある」 とキンボール大管長は

語 ってお られ ます。

1980年 代 は， 日本の国に とって著 しい飛躍

の年 となるに違いあ りません。あるいは世界

の義の旗印 となる基礎固めの年か もしれませ

ん。神殿の完成，神殿のオープンハウス，教

会設立150年 祭，神殿の献堂式，地域大会，

と大 きな行事が予定 されています。伝道活動

はなお一層進展 し，1979年 の3倍 に もなるは

ずです。願わ くは，聖徒一人一人が，天父の

律法に厳格に従い，天のみ声に耳を傾け，指

導者 を支持 し，公平と正義 と慈悲の清い道を

前進 されますように， イエ ス ・キリス トのみ

名によ り申し一ヒげ ます。アーメン。
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.教 会の活 動 に積極 的 に参加 す

る。

12.賭 事 をせ ず， ゲ ーム に興 じな

い。

13.教 会の 活動 に積極 的 に参加 す

る。

14.負 債 はで きる だけ早 く返済 す

る。

15.政 治 に無 関心 であ って はな ら

な い。

16.破 壊行 為 は ク リスチ ャンの精

神 に反す る。

17.自 殺 を しない。

18.事 なかれ 主義 にな らな い。

19.自 由 をは き違 え ない。

20.離 婚 は利 己主 義の産 物 であ る。

21.心 と体 の清 さ を保 ち続 ける。

22.良 書 を読 む。

23.ア ル コール飲 料 を生産 しな い

よう にする。

24.陰 謀 はい けない。

25.偽 りの証 言 を しない。

26.専 横 に振 る舞 って はいけ ない。

27.仕 事 の能率 を下 げ るよ うな行

為 を して はな らない。

28.職 場 では全 力 を尽 して仕事 に

励 む。

29.虚 無 思想 に走 って はな らない。

30.自 分 の時 間 と才 能 と財産 を王

国の建 設 のた めに提 供 しな さ

い。

31.聖 文 を研 究 しな さい。

熱 心 に祈 り， 聴 く耳 を養 う。

安息 日を聖 く過 ごす。(買 い物

は しない)

系図 を探求 し， 神殿 に しば し

ば参 入す る。

什 分 の一 を正確 に納 め る。

末 日聖徒 の女性 は愛 に満 た さ

れ るべ きであ る。

日記 を付 け， 家族 の歴 史 を編

纂す る。

人格 を高 め， 親切， 慈 しみ，

寛 大，非 利 己心， 思いや り，

感謝 ，高 潔， 公平 な どの諸徳

を，身につ け る。

うわ さ話 を しな い。

正 直な生 活 を しな さい。

祝福 師 の祝福 を受け る。

32.平 和 を保 ち な さい。

33.自 由 を守 りな さい。

34.罪 人の ため に祈 り，人 を赦 し

な さい。

35.奉 仕 はだれ よ りも喜 んで しな

さい。

36.神 の こ とをまず 第一 に しな

さい。

37.指 導者 の言 葉 に耳 を傾 けな さ

い。

38.信 頼 され る人 にな りな さい。

39.証 を述べ な さい。

40.イ 云道 の精神 を持 ち続 け な さい。

41.い つで もみ た まを受 け られ る

人 でい なさい。

42.愛 の模 範 を人 々に示 しな さい。

43.教 会 の定 期刊行 物(聖 徒 の道)

を読 み な さい。

44.神 のみ 名を 冒漬 して はな らな

い。

45.盗 み を しな い。

46.国 の法律 を守 る。

47.殺 人 を して はな らな い。

48.交 通法規 を守 る。

49.脱 税行 為 を して はな らな い。

50.堕 胎 は殺人 に次 ぐ大罪 で ある。

51.婚 前交 渉 は罪で ある。

52.ポ ル ノを容 認 して はな らない。

53.性 の解 放運動 は神 の み ここ ろ

に反 して いる。

54.性 的倒 錯行 為 は罪で ある。

55.性 的興 奮 に興 じる もの は罪で

あ る。

56.婦 女 暴行 は悪 であ る。

57。 売春 は罪 であ る。

58.社 会 価値 を下 落 させ るあ らゆ

る不 道徳 な行為 は罪 で ある。

59.不 道 徳 を許 容 しな い。

60.姦 淫 を犯 さない。

61.肉 欲 を起 こさない 。

62.誘 惑 か ら離れ， 堕 落か ら身 を

守 りな さい。

63.罪 があ るな ら，早 い うち に悔

い改め な さい。

64.同 性 愛 は罪 であ る.。

65.男 は女 装 をすべ きで はな い。

66.女 は男 装 をすべ きで はな い。

67.性 転換 は， 主 に対 して償 い を

しなけれ ばな らな い。

68.悪 い雑誌 を読 んで はな らない。

69.テ レビや ラジオの俗 悪番組 を

見た り，聞 いた り しな い。

70.同 棲 生活 は罪で ある。

71.精 管切 除手術 を受 け， 神の計

画 をゆが めて はな らない。

72.自 慰 行為 を しては ならない。

73.汚 れ た言葉 を用 いて はな らな

い。

74.悲 しんで いる人 を慰 めな さい。

75.病 人 を見舞 い な さい。

76.貧 しい人 々 に手 を差 し伸べ な

さい。

77.納 屋 ，物 置 き， 垣根， 部屋，

家屋 の美化 運動 を推 し進 める。

78.家 庭 菜園 をつ くり， 果樹 を植

える。

79.貯 蔵 をする。水 や食 料だ けで

な く，知 識， 勇気， 体力，信

仰 な どのた くわ えをす る。

80.殺 生 を して はな らない。

81.高 い教育 と技術 を身に付 ける。

82.知 恵の 言葉 を守 り，健康 管理

に注意 す る。

83.収 入 内で生活 し，借 金をしない。

84.も の を大切 に し， 無駄 を少 く

す るよ うにす る。

85.自 分 の家 を持つ よ うにする。

86.薬 物 を避 けな さい。特 に麻薬

は人 を廃 人化す る。

87.時 々 断食 を しな さい。

88.エ ネ ルギ ー を節 約 しな さい。

89.家 庭 の 夕べ を毎 週開 き，家庭

を堅 固 にする。

90.子 供 に労 働の価 値 を教 える。

91.子 供 に責任 感 を抱 かせ る。 子

供 を教育 す るの は親 の責任 で

あ る。

92.両 親 を敬 う。

93.子 供 を信 頼す る。

94。 妻 は夫 に仕 えな さい。

95.女 性 は心 を家 庭 に置 きな さい。

96.夫 は妻 を愛 しい たわ りな さい。

97.永 遠 の伴侶 を軽視 して はな ら

ない。

98.結 婚生 活 を神聖 なも の とす る。

99。 家庭 に良 い音楽 を流 す。

100.子 に楽 器 を奏 す るよ うに教 育

しな さい。
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東京神殿献堂式

1980年10月27日 東 京神殿

1980年10月28，29日 日本東 京ステー キ部 セン ター

(担当)神 殿委員会委員長 田中健治地区代表

神殿委員会副委員長 福田真日本東京ステーキ部長

神殿業務開始11月 第2週

神殿準備セミナーを

開始 しよう
系図大キャンペーン実施

(チ ャ レンジ)

① 個 人の 日記 をつ け，家族 の記録 を作成す る。

② 人名抄 出プ ロ グラム を実施 す る。

スペンサー ・W・ キ ンボール大管長の勧告 より
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